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主な内容

｢不安だけど．．．頑張るか！」

高尾野川河川敷にて
（８月22日撮影）

世 帯 数 ２万 4,905 （ ０）
人　 口 ５万 4,929 （－ 19）
男 ２万 5,728 （－ 13）
女 ２万 9,201 （－ ６）

出　 生 30
死　 亡 64
転　 入 120
転　 出 101

 
第 30 回 国民文化祭・かごしま 2015 ☆出水市開催事業☆ 

   

   

   

『和太鼓の祭典』 『鶴のまち俳句大会』 『日本舞踊祭典』

10 月 31 日、11 月１日 11 月７日、８日 11 月 15 日 

 
 



（
株
）
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
物
流
と
立
地
協
定

― 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
・
パ
イ
オ
ニ
ア
工
場
跡
地 

―

左から渋谷市長、㈱マルハニチロ物流代表取締役社長　川文
人氏、㈱マルハ物流サービス九州代表取締役社長　高田敏幸
氏、県商工労働部長　武盛武士氏

パイオニア・ＮＥＣ工場跡地の一画に物流センターが新設される。

　

８
月
11
日
、
本
市
と

「
株
式
会
社
マ
ル
ハ
ニ

チ
ロ
物
流
」と
の
間
で

立
地
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
・
パ
イ

オ
ニ
ア
跡
地
へ
の
企
業

誘
致
活
動
を
続
け
て
き

た
本
市
に
と
っ
て
、
念

願
の
企
業
進
出
と
な
り

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
東
京
を
は

じ
め
大
阪
、
名
古
屋
、

福
岡
な
ど
全
国
各
地
に

低
温
物
流
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
１
９
８
５
年
に

物流センター建設予定地

　

８
月
22
日
か
ら
23
日
ま
で
に
か
け

て
、
高
尾
野
川
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド

で
第
12
回
24
時
間
高
尾
野
ひ
ま
わ
り

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
時
間
の
部
に
26
チ
ー
ム
、
12
時

間
の
部
に
22
チ
ー
ム
、
６
時
間
の

部
に
19
チ
ー
ム
の
合
計
67
チ
ー
ム

７
３
５
人
が
参
加
。
１
周
約
２
㌔
の

周
回
コ
ー
ス
を
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス

で
走
り
抜
き
、
お
互
い
の
親
睦
を
深

め
な
が
ら
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
民
間
団
体
や
体
育

協
会
等
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会

が
主
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
夜
間
や

緊
急
時
の
対
応
も
含
め
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
今

回
が
最
後
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

１日目、元気にスタート！

つないで つないでつないで

67 チーム、全てのチームがゴールしました！

ひ
ま
わ
り
駅
伝
大
会
・
最
後
の
夏

野
田
事
業
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
近
年
の
食
の
安
全

志
向
を
背
景
に
、
安
全
・
安

心
な
冷
凍
農
畜
産
品
の
需
要

の
増
加
や
地
元
企
業
か
ら
の

凍
結
機
能
を
有
す
る
倉
庫
施

設
設
置
の
要
望
を
受
け
、
市

内
で
２
カ
所
目
の
事
業
所
と

し
て
建
設
さ
れ
、
来
年
９
月

操
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

荷
役
業
務
は
、
全
額
出
資

子
会
社
の（
株
）マ
ル
ハ
物
流

サ
ー
ビ
ス
九
州
が
担
当
し
ま

す
。

24
時
間
ひ
ま
わ
り
駅
伝
大
会
。
惜
し
ま
れ
な
が
ら
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
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農
業
委
員
会
委
員

が
無
投
票
当
選

新
庁
舎
建
設
進
捗
状
況

ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
国
民
文

化
祭
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
が
８
月
30
日
に
告

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
立
候
補
者

が
定
数
（
23
人
）
を
超
え
な

か
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
選
者
は
次
の
方
々
（
届
け

出
順
・
敬
称
略
）
で
、
任
期
は

９
月
13
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

川
畑　

健
男
（
涼
松
）

篠
原　

邦
博
（
今
釜
東
）

鬼
塚　

ミ
ホ
（
大
日
）

山
下　

薫　
（
下
高
尾
野
下
）

中
尾　

義
德
（
東
下
り
松
）

吉
田　

勲　
（
沖
田
）

横
峯　

均　
（
内
野
々
下
）

出
口　

義
信
（
さ
ぎ
や
な
）

重
信　

肇
一
（
下
平
野
）

田
下　

勉　
（
上
田
多
園
）

榎
木　

美
代
子
（
切
通
）

嶋
田　

信
子
（
千
間
山
）

川
﨑　

辰
雄
（
水
之
頭
）

上
野　

渉　
（
上
冷
筋
）

松
元　

秀
一
（
砂
原
）

坂
上　

茂
信
（
松
ヶ
野
）

脇
田　

博
志
（
新
蔵
上
）

樋
口　

修　
（
木
牟
礼
）

川
﨑　

勝　
（
沖
田
）

野
中　

政
己
（
米
ノ
津
東
）

川
内　

三
郎
（
荘
上
）

柏
木　

一
邦
（
松
ヶ
野
）

　

新
庁
舎
建
設
は
、
４
月
か
ら
本
体
工
事
に
着

手
し
、
現
在
は
地
盤
改
良
工
事
を
終
え
、
基
礎

部
分
の
工
事
が
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
地
面
と
建
物
の
間
に
地
震
の
揺

れ
を
吸
収
す
る
免
震
装
置
を
設
置
し
、
地
震
の

揺
れ
か
ら
建
物
を
守
る
免
震
構
造
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
免
震
装
置
を
設
置
し
、
建
物
本
体
の

工
事
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
台
の
大
型
ク
レ
ー
ン
が
フ
ル
稼
働
で
工
事

を
進
め
、
生
コ
ン
車
や
ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
大
型

の
工
事
車
両
が
出
入
り
し
ま
す
が
、
安
全
最
優

先
で
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
随
時
、
工
事
の
進
み
具
合
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
工
事
車
両

の
出
入
り
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
国
民
文
化
祭
用

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
売
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
市
で
開
催
さ
れ
る
ツ
ル
マ
ラ

ソ
ン
大
会
お
よ
び
国
民
文
化
祭
に
お
い
て
、

地
元
特
産
品
等
を
購
入
し
や
す
く
紹
介
し

て
来
場
者
を
歓
迎
し
、
地
域
経
済
や
商
業

の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
前
日
（
10
月
17

日
）
と
大
会
当
日
（
同
18
日
）
は
、
ツ
ル

マ
ラ
ソ
ン
大
会
会
場
で
販
売
。
ま
た
、
下

表
の
と
お
り
、
出
水
駅
観
光
特
産
品
館

『
飛
来
里
』、
国
民
文
化
祭
会
場
内
等
で
も
、

１
５
０
０
円
分
の
商
品
券
を
１
０
０
０
円

（
プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
㌫
）
で
販
売
し
ま
す
。

　

ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
国
民
文
化
祭
の

会
場
内
や
『
飛
来
里
』
等
で
使
用
で
き
ま

す
。

※
販
売
場
所
や
購
入
期
間
に
つ
い
て
、
下

　

の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
（
☎
�
２
１
５
４
）

商品券販売のみ
商品券販売、商品購入が可能
商品購入のみ

月11月01
17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

ツルマラソン前夜祭
ツルマラソン会場
国民文化祭会場
ツル観察センター
飛来里

プレミアム商品券販売場所および購入期間

4

   度年6102 度年7102

10 11 12 1 2 3 5 6 7

2015年度

11 12 1 2 3 45 6 7 8 9 10

引越本 庁 舎 建 設 工 事 現庁舎 駐車場

倉庫棟・駐車場棟工事 外構工事

▷
免
震
装
置
の
上
に
堅
固
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　

製
の
梁
を
建
築
し
て
い
ま
す
。
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　国民文化祭開幕まであと 1 カ月になりました。今回は、最初に開催される和太鼓の
祭典について、紹介します。
　俳句と日本舞踊は、11 月号で詳しく紹介します。

「ミニ和太鼓」づくりの参加者を募集します
　日　　時　10 月 31 日午後１時 20 分～、11 月１日午後０時 40 分～（いずれの日も２時間程度）
　定　　員　各日 20 人程度（小学生以上、小学生は親子で参加ください。）
　参 加 料　3,000 円（6,500 円相当の「ミニ和太鼓」をつくります。）
　申込期限　10 月 20 日（火）※申し込みが定員を超えた場合は抽選とします。
　申し込み・問い合わせ先　第 30 回国民文化祭出水市実行委員会事務局（☎ 63 － 2204）

 

 

 

 

 

 

和太鼓の祭典 ツルの舞う郷
未来に響け　出

いずん

水の鼓動

見どころ
　地域文化の歴史と伝統の中で育まれた「和太鼓」は、その地域の自然、風土のを背景に、勇壮かつ躍動感
あふれる鼓動で人々を魅了してきました。全国各地から集う勇壮な響きと鹿児島の歴史・風土に育まれた和
太鼓の響演をお楽しみください。

その他
　和太鼓に触れ合うワークショップ（テント内特設ステージ）
○和太鼓の響きを直に体験するコーナーやミニ和太鼓づくり教室などを開催します。

国
民
文
化
祭
が

い
よ
い
よ
開
幕

し
ま
す
。

市
民
全
員
で
盛

り
上
げ
ま
し
ょ

う
！

日　時　10 月 31 日（土）　午後１時～同５時
　　　　1 1 月 １ 日（日）　午前 10 時～午後４時
場　所　市文化会館

入場料　無　料
※整理券は発行しませんので、
　お早目にご来場ください。

プログラム（予定）
○１日目オープニング出演予定のジュニア太鼓は、
　２日目の出演に変更になる場合があります。
○出演団体・出演順は、変更になる場合があります。
○開場時間は、変更になる場合があります。

10 月 31 日（土）　　　　
午後１時開演（正午開場）

オープ
ニング

第 18 回（2015）日本太鼓ジュニアコンクール
鹿児島県大会優勝チーム

１ 和太鼓集団　和楽（出水市）
２ 琉球國祭り太鼓　鹿児島支部・沖永良部支部
３ 下関市消防団海峡まとい太鼓（山口県）
４ 吾北清流太鼓　一番風（高知県）
５ 末吉鬼神太鼓（末吉町）
６ 野田郷島津太鼓（出水市）
７ 上石津もんでこ太鼓保存会（岐阜県）
８ あくね毘沙門太鼓　響流（阿久根市）
９ 橘太鼓「響座」（宮崎県）
10 鹿児島県太鼓連合出水支部

11 月１日（土）
　［午前の部］午前 10 時開演（午前９時開場）

１ 金峰権現太鼓（南さつま市）
２ 倉吉打吹太鼓振興会（鳥取県）
３ 和太鼓　葉隠（佐賀県）
４ 大治太鼓保存会（愛知県）
５ 逢鷲太鼓連（鳥取県）
６ 皷風（宮城県）
７ 和太鼓集団　野武士（福岡県）

　［午後の部］午後１時開演
８ 光明学園相模原高等学校　和太鼓部（神奈川県）
９ 高尾野兵六太鼓保存会（出水市）
10 牟礼岡天空太鼓（鹿児島市）
11 葉隠太鼓保存会（佐賀県）
12 下野不動太鼓保存会（栃木県）
13 天孫降臨　霧島九面太鼓保存会（霧島市）
14 豊の国ゆふいん　源流太鼓（大分県）
15 《特 別 出 演》北海道くしろ蝦夷太鼓保存会
16 《フィナーレ》鹿児島県太鼓連合
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　3 つの事業とも入場料無料です。整理券は発行しませんのでお早めにご来場ください。

鶴
の
ま
ち
俳
句
大
会

日
本
舞
踊
の
祭
典

吟
行

　
日　
時　
11
月
７
日
（
土
） 

午
後
１
時
～
同
５
時

　

場　
所　
出
水
麓
武
家
屋
敷
群
、
ツ
ル
博
物
館
、
ツ
ル
渡
来
地

の　
　
　
　

３
カ
所
を
無
料
巡
回
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

俳
句
大
会

　
日　
時　
11
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　

当
日
投
句
受
付
（
午
前
９
時
～
同
10
時
30
分
）

　

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

　
内　
容　
全
国
か
ら
募
集
し
た
事
前
投
句
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
投
句
数　
一
般
の
部　

６
１
７
８
句

　
　
　
　
　
　
　

小
・
中
・
高
校
生
の
部　

１
万
２
９
３
９
句

　

日
本
伝
統
俳
句
協
会
会
長
稲
畑
汀
子
氏
の
講
演
も
あ
り
ま
す
。

鶴
渡
る
出
水
に
四
季
の
句
が
集
う

日　
時　
11
月
15
日
（
日
）　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

会　
場　
市
文
化
会
館

見
ど
こ
ろ

　

全
国
の
14
の
日
本
舞
踊
団
体
に
よ
る
華
麗
で
優
雅
な
日
本
の
伝

統
芸
、
日
本
舞
踊
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
舞
踊
協
会
鹿
児
島
県
支
部
に
よ
る
「
鶴
亀
」
と
本

市
文
化
協
会
日
本
舞
踊
部
に
よ
る
「
桜
絵
巻
」
を
披
露
し
、
全
国

の
出
演
団
体
と
来
場
者
の
皆
さ
ま
を
も
て
な
し
ま
す
。

万
羽
鶴
　

慶
び
舞
う
里
　

出
水
に
集
う

感
動
を
奏
で
る
　

日
本
舞
踊

　

豪
華
な
セ
ッ
ト
や
地じ
か
た方
に
よ
る
生
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
、
普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
華
麗
な
踊

り
の
競
演
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

国
民
文
化
祭
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

市
内
の
特
産
品
等
を
お
得
に
購
入
で
き
る
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

　
（
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
の
共
通
商
品
券
で
す
）

販
売
額　
１
５
０
０
円
分
を
１
０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

　
（
５
０
０
円
券
二
枚
、
１
０
０
円
券
五
枚
）

購
入
・
使
用
場
所
お
よ
び
使
用
可
能
期
間　
３
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

購
入
で
き
る
も
の

○
市
内
の
特
産
品
（
焼
酎
、
み
か
ん
等
）

○
会
場
内
の
飲
食
ブ
ー
ス

※
国
民
文
化
祭
や
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
会
場
内
の
飲
食
ブ
ー
ス
で
使
用
で
き
ま
す
。

○
国
民
文
化
祭
お
も
て
な
し
弁
当
（
市
内
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
）

※
一
週
間
前
ま
で
に
注
文
が
必
要
で
す
。

お
も
て
な
し

会
場
で
の
お
も
て
な
し

○
呈
茶
席　

抹
茶
を
提
供

○
迎
え
花　

生
け
花
に
よ
る
お
も
て
な
し

○
無
料
汁
物　

さ
つ
ま
汁
を
提
供

○
文
化
作
品
展

　

市
文
化
協
会
の
作
品
を
展
示

○
茶
い
っ
ぺ
ど
う
ぞ

　

来
場
者
へ
お
茶
を
提
供

○
シ
ャ
ッ
タ
ー
押
し
ま
す
係

　

写
真
撮
影
を
お
手
伝
い

○
お
も
て
な
し
弁
当
（
市
内
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
弁
当
）
※
一
週
間
前
ま
で
に
注
文
が

　

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

会
場
外
で
の
お
も
て
な
し

○
花
い
っ
ぱ
い
運
動　

会
場
周
辺
や
市
内
各
所
を
花

　

で
飾
り
、
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
す
。

○
抹
茶
の
提
供

　

11
月
７
日
、
俳
句
の
吟
行
参
加
者
に
麓
武
家
屋
敷

　

で
抹
茶
を
提
供
し
ま
す
。

ひ
っ
と
べ
！
か
ご
し
ま
国
文
祭
出
水
市

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
つ
る
の
し
ん

か
ら
の
お
願
い

「
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま
る
お
も
て
な

し
」

　

開
催
期
間
中
は
、
全
国
か
ら
多
く
の

方
が
本
市
を
訪
れ
ま
す
。
市
民
全
員
に

よ
る
お
も
て
な
し
や
、
あ
た
た
か
い
声

か
け
で
来
訪
者
を
お
迎
え
し
よ
う
！

問い合わせ先
　第 30 回国民文化祭出水市
　実行委員会事務局（市中央
　公民館内）（☎ 63 － 2204、
　ＦＡＸ 63 － 2206）
E-mail　kokubunsai@city.
　　　　izumi.kagoshima.jp
ＵＲＬ　http://www.city.
　　　　izumi.kagoshima.jp/
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衛  生  費 民  生  費

32.2%
15万6,174円

市の運営事務など

18.2%
8万8,365円

◆ 行政改革への取り組み

◆ 庁舎や土地などの財産
    管理
◆ 自治会、地域の活性化
    事業

◆ 税務事務
◆ 各種選挙の実施

総  務  費

※1人当たりは、2015年3月31日現在の人口5万4,842人で計算してあります。

主
な
使
い
道

高齢者、子ども、障害者
などの福祉サービス

◆ 児童手当の支給
◆ 生活保護費の支給
◆ 保育所等の運営
◆ 障害者への生活支援
◆ 高齢者への生活支援

市民の
健康維持・健康増進

    県営事業負担金

10.0%
4万8,539円

◆ 母子保健事業
◆ 各種予防接種
◆ 子ども医療費の助成
◆ ゴミやし尿の処理

農 林 水 産 業 費

農林水産業の振興

3.8%
1万8,354円

◆ 森林整備事業（除間伐
    事業など）

◆ 農業施設などの整備

◆ 林道、農道などの整備
◆ 生産基盤整備などの

割 合
使用額

お知らせします！
２０１４年度決算について ～

一般会計の決算って、『市民１人当たり』では、どのくらいお金を使っているの？

わかりやすくわかりやすく

自主財源
32.3%

依存財源
67.7%

市税
18.4%

繰越金 4.8%

分担金及び

負担金 1.1%

使用料及び

手数料 1.5%

繰入金 2.7%

その他 3.8%
地方交付税

37.4%

国庫支出金
11.9%

県支出金
6.1%

市債
9.0%

その他
3.3%

歳入総額

278億3,182万円

『一般会計』の決算は次のとおりです。

〔 歳 入 〕

2
0
1
4
（
平
成
2
6
）
年
度
一
般

会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
2
7
8

億
3
1
8
2
万
円
、
歳
出
総
額

2
6
5
億
7
6
9
1
万
円
と
な
り
、

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
差
引
額
は

1
2
億
5
4
9
1
万
円
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
額
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
財

源
2
億
4
6
1
7
万
円
を
除
く
と
、

実
質
収
支
は
1
0
億
8
7
4
万
円
と

な
り
、
2
0
1
3
（
平
成
2
5
）
年
度

の
実
質
収
支
と
比
べ
る
と
1
億

5
1
0
2
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

50億7,925万円
繰 越 金 13億3,088万円 14億  914万円
市 税 51億2,699万円

分担金及び負担金

国 庫 支 出 金 33億  350万円 31億4,624万円
依
存
財
源

地 方 交 付 税 104億1,089万円

県 支 出 金 17億1,430万円

歳 入 決 算 の 内 訳

区   分 2014年度決算額 2013年度決算額

3億1,253万円 3億  580万円
自
主
財
源

そ の 他 10億4,869万円 11億1,452万円
繰 入 金 7億5,809万円 8,449万円
使用料及び手数料 4億  875万円 3億8,760万円

自 主 財 源 合 計

歳 入 合 計 278億3,182万円 268億1,121万円

89億8,593万円 83億8,080万円
依 存 財 源 合 計 188億4,589万円 184億3,041万円

16億5,257万円
市 債 25億  750万円 23億7,660万円
そ の 他 9億  970万円 8億2,385万円

104億3,115万円

2
0
1
4
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出

決
算
額
は
2
6
5
億
7
6
9
1
万
円
で

す
が
、
こ
れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
4
8
万
4
6
0
9
円
使
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
お
金
を
使

わ
れ
た
分
野
ご
と
に
分
け
る
と
、
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

区   分
歳 入
歳 出
差 引
翌 年 度 繰 越 財 源
実 質 収 支

254億8,033万円
268億1,121万円278億3,182万円

11億5,976万円10億  874万円

2013年度

2億4,617万円
13億3,088万円

一 般 会 計 決 算 の 状 況

△1億5,102万円

2014年度

12億5,491万円
265億7,691万円

1億7,112万円

増減額

7,505万円
△7,597万円

10億9,658万円
10億2,061万円

農 林 水 産 業 費 衛　生　費 民　生　費 総　務　費
18,354 円 48,539 円 156,174 円 88,365 円 使用額

3.8% 10.0% 32.2% 18.2% 割　合

農林水産業の振興 市民の健康維持・
健康増進

高齢者、子ども、障害
者などの福祉サービス 市の運営事務など

主
な
使
い
道

○農業施設などの整備
○森林整備事業
　（除間伐事業など）
○林道、農道などの整備
○生産基盤整備などの
　県営事業負担金

○ゴミやし尿の処理
○子ども医療費の助成
○各種予防接種
○母子保健事業

○高齢者への生活支援
○障害者への生活支援
○保育所等の運営
○生活保護費の支給
○児童手当の支給

○庁舎や土地などの
　財産管理
○自治会、地域の活
　性化事業
○行政改革の取り組み
○税務事務
○各種選挙の実施

区　分 2014 年度 2013 年度 増減額
歳 入 278 億 3,182 万円 268 億 1,121 万円 10 億 2,061 万円
歳 出 265 億 7,691 万円 254 億 8,033 万円 10 億 9,658 万円
差 引 12 億 5,491 万円 13 億 3,088 万円 △ 7,597 万円
翌年度繰越財源 ２億 4,617 万円 １億 7,112 万円 7,505 万円
実 質 収 支 10 億　874 万円 11 億 5,976 万円 △１億 5,102 万円

　

２
０
１
４
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
決
算

額
は
２
６
５
億
７
６
９
１
万
円
で
す
が
、
こ

れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
48

万
４
６
０
９
円
使
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
お
金
を
使
わ
れ
た
分
野
ご
と
に
分
け
る

と
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

歳　入　決　算　の　内　訳
区　　分 2014 年度決算額 2013 年度決算額

自
主
財
源

市 税 51 億 2,699 万円 50 億 7,925 万円
繰 越 金 13 億 3,088 万円 14 億　914 万円
分 担 金 及 び 負 担 金 3 億 1,253 万円 3 億　580 万円
使 用 料 及 び 手 数 料 4 億　875 万円 3 億 8,760 万円
繰 入 金 7 億 5,809 万円 8,449 万円
そ の 他 10 億 4,869 万円 11 億 1,452 万円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 104 億 1,089 万円 104 億 3,115 万円
国 庫 支 出 金 33 億　350 万円 31 億 4,624 万円
県 支 出 金 17 億 1,430 万円 16 億 5,257 万円
市 債 25 億　750 万円 23 億 7,660 万円
そ の 他 9 億　970 万円 8 億 2,385 万円

自 主 財 源 合 計 89 億 8,593 万円 83 億 8,080 万円
依 存 財 源 合 計 188 億 4,589 万円 184 億 3,041 万円
歳 入 合 計 278 億 3,182 万円 268 億 1,121 万円

一般会計の決算って、『市民一人当たり』では、どのくらいお金を使っているの？

　

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度
一
般

会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
２
７
８

億
３
１
８
２
万
円
、
歳
出
総
額
２
６

５
億
７
６
９
１
万
円
と
な
り
、
歳
入

か
ら
歳
出
を
引
い
た
差
引
額
は
12
億

５
４
９
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
額
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
財

源
２
億
４
６
１
７
万
円
を
除
く
と
、

実
質
収
支
は
10
億
８
７
４
万
円
と
な

り
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
度
の

実
質
収
支
と
比
べ
る
と
１
億
５
１
０

２
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計決算の状況
『一般会計』の決算は次のとおりです。

〔歳入〕

出水市が使った について お知らせします！
～ 『一般会計』、『特別会計』、『企業会計』の ２０１４年度決算について ～

お 金お 金 わかりやすくわかりやすく

※ 2015 年３月 31 日現在の人口 54,842 人を 1 人当たりの基礎として計算してあります。
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5万1,666円
10.7%

借金の返済

◆ 議会運営

◆ 災害復旧事業
◆ 観光業の振興
◆ 商業の振興

◆ 市の借金（市債）の返済
    費用

教  育  費
4万9,325円

10.2%

教育や生涯学習の
推進

◆ スポーツの振興、スポ
◆ 青年の家の運営

消  防  費
2万622円

4.3%

消防、救急業務

◆ 防災対策事業
◆ 救急業務
◆ 消防業務

    管理
◆ 公営住宅の整備、維持
◆ 公園の整備、維持管理

そ の 他 の 経 費
1万43円

2.0%

議会活動、商業、
観光、災害復旧など

    ーツ施設の管理

公  債  費

◆ 図書館の管理運営
◆ 生涯学習の推進
◆ 商業高校の維持経費

◆ 市立の学校、幼稚園
    などの維持経費

土  木  費

道路、公園、住宅の
整備など

8.6%
4万1,521円

◆ 市道の整備、維持管理

出水市が使った について
～ 『一般会計』、『特別会計』、『企業会計』の

お 金お 金

人件費
18.5%

物件費
9.3%

維持補修費
0.6%

扶助費
19.9%

補助費等
8.1%

普通建設事

業費 14.3%
災害復旧事

業費
0.1%

公債費
10.7%

積立金
5.5%

投資及び

出資金
0.5%

貸付金
0.7%

繰出金
11.8%

歳出総額

265億7,691万円

歳出総額

258億1,411万円

〔 歳 出 〕

※ 各性質の内容については、　ページの用語説明欄をご覧くだ
さい。

歳出決算の内訳 目的別の区分（どの分野に使ったか）

区 分

農林水産業費
労 働 費
衛 生 費
民 生 費
総 務 費
議 会 費

26億6,200万円
85億6,491万円
48億4,609万円

11億1,726万円
3,186万円

254億8,033万円歳 出 合 計

2億2,274万円
2014度決算額

265億7,691万円

2億1,891万円
2013度決算額

30億7,791万円
8億4,851万円

27億9,814万円
1,049万円

教 育 費
消 防 費

公 債 費
災害復旧費

28億3,346万円
1,902万円

27億  506万円

土 木 費
商 工 費

22億7,708万円
11億3,095万円

22億7,706万円
3億3,102万円

35億1,123万円
20億8,651万円
48億6,848万円
1億7,280万円

人 件 費
区 分

扶 助 費
維 持 補 修 費
物 件 費

2014年度決算額

28億  215万円
83億3,042万円
36億3,660万円

2億7,956万円
10億  659万円

2,945万円

2億    0万円
1億2,321万円
14億7,398万円
28億3,346万円

1,902万円
37億9,248万円

災害復旧事業費
普通建設事業費
補 助 費 等

歳出決算の内訳 性質別の区分（何の費用として使ったか）

47億3,619万円
2013年度決算額

254億8,033万円
36億2,484万円
4億    0万円
1億1,014万円
11億6,904万円
26億  856万円

歳 出 合 計
繰 出 金
貸 付 金

投資及び出資金
積 立 金
公 債 費

21億8,205万円24億7,475万円
49億2,608万円

31億4,529万円
265億7,691万円

1,049万円

21億4,229万円
52億8,321万円
1億6,314万円

議会費
0.8 %

総務費
18.2%

民生費
32.2%

衛生費
10.0%

労働費
0.1%

農林水産

業費
3.8%

商工費
1.0%

土木費
8.6%

消防費
4.3%

教育費
10.2%

災害復旧費
0.1%

公債費
10.7%

歳出総額

265億7,691万円

歳出決算の内訳　性質別の区分（何の費用として使ったか）
区　　分 2014 年度決算額 2013 年度決算額

人 件 費 49 億 2,608 万円 47 億 3,619 万円
物 件 費 24 億 7,475 万円 21 億 8,205 万円
維 持 補 修 費 １億 6,314 万円 １億 7,280 万円
扶 助 費 52 億 8,321 万円 48 億 6,848 万円
補 助 費 等 21 億 4,229 万円 20 億 8,651 万円
普通建設事業費 37 億 9,248 万円 35 億 1,123 万円
災害復旧事業費 1,902 万円 1,049 万円
公 債 費 28 億 3,346 万円 26 億　856 万円
積 立 金 14 億 7,398 万円 11 億 6,904 万円
投資及び出資金 １億 2,321 万円 １億 1,014 万円
貸 付 金 ２億　　0 万円 ４億　　0 万円
繰 出 金 31 億 4,529 万円 36 億 2,484 万円
歳 出 合 計 265 億 7,691 万円 254 億 8,033 万円
　※各性質の内容については、８ページの用語説明欄をご覧ください。

歳出決算の内訳　目的別の区分（どの分野に使ったか）
区　　分 2014 年度決算額 2013 年度決算額

議 会 費 ２億 2,274 万円 ２億 1,891 万円
総 務 費 48 億 4,609 万円 36 億 3,660 万円
民 生 費 85 億 6,491 万円 83 億 3,042 万円
衛 生 費 26 億 6,200 万円 28 億　215 万円
労 働 費 2,945 万円 3,186 万円
農林水産業費 10 億  659 万円 11 億 1,726 万円
商 工 費 ２億 7,956 万円 ３億 3,102 万円
土 木 費 22 億 7,708 万円 22 億 7,706 万円
消 防 費 11 億 3,095 万円 ８億 4,851 万円
教 育 費 27 億　506 万円 30 億 7,791 万円
災 害 復 旧 費 1,902 万円 1,049 万円
公 債 費 28 億 3,346 万円 27 億 9,814 万円
歳 出 合 計 265 億 7,691 万円 254 億 8,033 万円

〔歳出〕

性質別 目的別

出水市が使った について お知らせします！
～ 『一般会計』、『特別会計』、『企業会計』の ２０１４年度決算について ～

お 金お 金 わかりやすくわかりやすく

そ の 他 の 経 費 公　債　費 教　育　費 消　防　費 土　木　費
10,043 円 51,666 円 49,325 円 20,622 円 41,521 円

2.0% 10.7% 10.2% 4.3% 8.6%
議会活動、商業、
観光、災害復旧など 借金の返済 教育や生涯学習の推進 消防、救急業務 道路、公園、住宅の

整備など
○議会運営
○商業の振興
○観光業の振興
○災害復旧事業

○市の借金（市債）の
　返済費用

○市立の学校、幼稚園
　などの維持経費
○商業高校の維持経費
○生涯学習の推進
○図書館の管理運営
○青年の家の運営
○スポーツの振興、
　スポーツ施設の管理

○消防業務
○救急業務
○防災対策事業

○市道の整備、維持管理
○公園の整備、維持管理
○公営住宅の整備、維持
　管理
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　本市の財政状況をわかりやすく理解してもらうために、2014 年度の一般会計の決算額を 1 万分の１にして、
家計簿に置き換えました。

一般会計の決算額を、『家計簿』にしてみました！

収　入　合計　278 万 3,182 円　　決算額：278 億 3,182 万円

給料　※労働・サービスなどの代わりにもらうお金 
　　　→　市税、負担金など

54 万 3,952 円
（月平均 45,329 円）

家賃収入　※土地や建物などの財産により得る収入 
　　　→　使用料、財産収入

10 万 9,122 円
（月平均 9,094 円）

銀行からの借入 
　　　→　市債

25 万　750 円
（月平均 20,896 円）

預貯金の取り崩し 
　　　→　（基金などからの）繰入金

7 万 5,809 円
（月平均 6,317 円）

家族からの仕送り　※足りない分を家族が援助するお金 
　　　→　（国からの）地方交付税、各種交付金

113 万 2,059 円
（月平均 94,338 円）

各種手当、補助金など　※特定の条件により県などから入るお金 
　　　→　国庫支出金、県支出金

50 万 1,780 円
（月平均 41,815 円）

その他の臨時収入　※臨時的に入るお金 
　　　→　手数料、寄附金、繰越金、諸収入

16 万 9,710 円
（月平均 14,143 円）

支　出　合計　265 万 7,691 円　　決算額：265 億 7,691 万円

食費、光熱水費、生活用品 
　　　→　人件費、物件費

74 万　 83 円
（月平均 61,674 円）

医療費、教育費 
　　　→　扶助費

52 万 8,321 円
（月平均 44,027 円）

各種会費など　※自治会や習いごとの会費 
　　　→　補助費等、投資および出資金

22 万 6,550 円
（月平均 18,879 円）

家や車の修理代 
　　　→　維持補修費、災害復旧事業費

1 万 8,216 円
（月平均 1,518 円）

財産の購入　※家の建築、車や家電製品などの購入に必要なお金 
　　　→　普通建設事業費

37 万 9,248 円
（月平均 31,604 円）

預貯金 
　　　→　積立金

14 万 7,398 円
（月平均 12,283 円）

家族への仕送り　※親や子どもの生活を援助するお金 
　　　→　貸付金、繰出金

33 万 4,529 円
（月平均 27,877 円）

ローンの返済
　　　→　公債費

28 万 3,346 円
（月平均 23,612 円）

― 
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　 2014 年度 2013 年度 類似団体平均 
（2013 年度）

財 政 力 指 数 0.37 0.37 0.63 
経 常 収 支 比 率 90.5 87.5 89.6 

『特別会計』の決算は
次のとおりです。

『企業会計』の決算は
次のとおりです。

『主な財政指標』は次のとおりです。

出水市の財政状況を 全国共通の指標 でお知らせします！

『特 別 会 計』　とは、 
地方公共団体が特定事業の収入をその事業の支出に充て経理を

行う会計で、一般会計とは切り離して考えるものです。

出水市の企業会計には、
『水道事業』 と 『病院事業』 の２つの会計があります。

特別会計名 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額 主な事業の内容
国 民 健 康 保 険 83 億 9,167 万円 83 億 2,634 万円 6,533 万円 自営業者や農林水産業者などが加入

する医療保険を運営するためのもの

後 期 高 齢 者 医 療 6 億 2,198 万円 6 億 2,037 万円 161 万円 75 歳以上の高齢者等の医療保険を
運営するためのもの

介 護 保 険 57 億 4,029 万円 56 億 4,815 万円 9,214 万円 介護保険を運営するためのもの

交 通 災 害 共 済 1,447 万円 796 万円 651 万円 交通事故で死傷した場合に見舞金を支
払う共済制度を運営するためのもの

下 水 道 12 億 3,201 万円 12 億 3,201 万円 0 円 出水地区の生活雑排水等を浄化処
理するためのもの

特 定 環 境 保 全 
公 共 下 水 道 4 億 5,738 万円 4 億 5,738 万円 0 円 高尾野地区の生活雑排水等を浄化

処理するためのもの

農 業 集 落 排 水 2 億 4,443 万円 2 億 4,443 万円 0 円 野田・江内地区の生活雑排水等を
浄化処理するためのもの

地 方 卸 売 市 場 2,316 万円 2,316 万円 0 円 出水市公設地方卸売市場の施設管
理を行うためのもの

企業会計名 収益的収入および支出 資本的収入および支出
収　入 支　出 収　入 支　出

水道事業 8 億 6,153 万円 8 億　119 万円 7,007 万円 4 億 3,985 万円

病院事業 43 億 3,321 万円 62 億 7,985 万円 6 億 1,542 万円 8 億 8,193 万円

収益的収支：企業の経営活動に伴う経常的な収支で、収入はサービスの提供による料金などで、支出は施設を
維持管理するために必要な費用、人件費、減価償却費、借入金の支払利息などです。

資本的収支：企業の建設改良事業に伴う収支で、収入は工事負担金や借入金である企業債などで、支出は施設
を整備充実させるために必要な工事費、人件費、企業債の元金償還金などです。

　経常的な支出に充てられた
財源が、経常的な収入のうち
どれくらいであったかを示す
割合です。比率が低いほど財
政に自由度があることを示し
ます。

　本市と同程度の市（類似団体）と
財政状況を比較するための尺度で、
地方公共団体を「人口」と「産業構
造」で分類しています。
　近隣では、日置市、熊本県宇城市、
宮崎県日向市が同じ分類となってい
ます。

　基準財政収入額（標準的な状態で
入る税収等）を基準財政需要額（標
準的な行政を行ったときに市に必要
とされるお金）で割った数値です。
収入額が需要額より大きいと「１」
を超え、数値が大きいほど財政力が
強いことを示します。
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※ 人口は、2010年国勢調査によるものです。水俣市（熊本県） 26,978 12.9 49.8

11.2 41.7
伊 佐 市 29,304 12.1 - 宇城市（熊本県） 61,878 13.1 66.4
いちき串木野市 31,144 11.8 71.4 荒尾市（熊本県） 55,321

13.0 111.3
薩摩川内市 99,589 9.7 37.7 日向市（宮崎県） 63,223 13.5

57,689日南市（宮崎県）

90.4
23,154 10.3 5.1阿 久 根 市

人 口 実質公債費比率

近隣市および類似団体の2013年度の実質公債費比率および将来負担比率は次のとおりです。

将来負担比率

 地方公共団体の財政破綻を未然に防ぐため、2007年6月に財政の健全性をチェックする「地方公共団体の
財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が制定され、2007年度決算から財政の健全化に関する指標
（健全化判断比率、資金不足比率）を作成し、公表しています。
 出水市の2014年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は次のとおりです。

日 置 市 50,822出 水 市 55,621 9.7 - 11.2 28.2

近隣市および類似団体の状況

≪  近   隣   市  ≫ ≪  類   似   団   体  ≫
人 口 実質公債費比率 将来負担比率

財 政 の『健全化判断比率』に つ い て

－ 用 語 説 明 と 解 説 －

○実質赤字比率

一般会計の歳入から歳出を差し引いた額が赤字になる場合に、

この赤字額が標準財政規模（地方公共団体が標準的な状態で、

通常見込まれる収入の規模）に占める割合です。

出水市では、歳入から歳出を差し引いた額がプラスなので、実

質赤字比率は算出されていません。

○連結実質赤字比率

実質赤字比率を、公営企業会計などを含めた全会計をもとに算

出した場合の割合です。

出水市では、全会計において歳入から歳出を差し引いた額がプ

ラスなので、連結実質赤字比率は算出されていません。

○将来負担比率

この先、負担しなければならないお金が、通常見込まれる収入

に占める割合のことです。将来の財政を圧迫する可能性を示しま

す。

出水市では、基金（預貯金）積立額の増加などにより、将来負

担比率は算出されていません。

○資金不足比率

公営企業会計ごとに算出されるもので、当該会計に資金の不足

額がある場合に､その不足額が料金収入の規模に占める割合で

す。

出水市では、2014年度各公営企業会計に資金不足が生じなかっ

たことから、資金不足比率は算出されていません。

○早期健全化基準

この基準以上になると、早期に改善が必要とされ、財政健全化

計画を策定し健全化を行います。いわゆるイエローカードです。
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⇒
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※基金（預貯金）積立

額の増加などにより、

比率は減少していま

す。

将来負担比率の推移

※借金の返済により

比率は着実に減少

しています。

『実質公債費比率』とは、借金返済のため

のお金が、通常見込まれる収入に占める

割合のことです。

少ないほうがいいんですよ！

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ―

実 質 赤 字 比 率 ― ―

9.7

資 金 不 足 比 率 ― ―

水 道 事 業 会 計 ―

病 院 事 業 会 計 ― ―

― ―

―

将 来 負 担 比 率

指  標 2014年度 2013年度

地方卸売市場特別会計 ― ―

農業集落排水特別会計 ― ―

下 水 道 特 別 会 計 ― ―
特定環境保全公共下水道特別会計 ― ―

実 質 公 債 費 比 率 8.6

財政の『健全化判断比率』について
　地方公共団体の財政破綻を未然に防ぐため、2007 年６月に財政の健全性をチェックする「地方公共団体の財
政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が制定され、2007 年度決算から財政の健全化に関する指標（健全化
判断比率、資金不足比率）を作成し、公表しています。
　本市の 2014 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は次のとおりです。

近隣市および類似団体の状況
近隣市および類似団体の 2013 年度の実質公債費比率と将来負担比率は次のとおりです。

指　　　標 2014 年度 2013 年度

実 質 赤 字 比 率 ― ―
連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ―
実 質 公 債 費 比 率 8.6 9.7 
将 来 負 担 比 率 ― ― 
資 金 不 足 比 率 ― ―
水 道 事 業 会 計 ― ―
病 院 事 業 会 計 ― ―
地方卸売市場特別会計 ― ―
下 水 道 特 別 会 計 ― ―
特定環境保全公共下水道特別会計 ― ―
農業集落排水特別会計 ― ―

≪　　近　　　隣　　　市　　≫ ≪　　類　　　似　　　団　　　体　　≫

　 人口 （人） 実質公債費比率 将来負担比率 人口 （人） 実質公債費比率 将来負担比率

出 水 市 55,621 9.7 ― 日 置 市 50,822 11.2 28.2 
阿 久 根 市 23,154 10.3 5.1 日南市 （宮崎県） 57,689 13.0 111.3 
薩 摩 川 内 市 99,589 9.7 37.7 日向市 （宮崎県） 63,223 13.5 90.4 
いちき串木野市 31,144 11.8 71.4 荒尾市 （熊本県） 55,321 11.2 41.7 
伊 佐 市 29,304 12.1 ― 宇城市 （熊本県） 61,878 13.1 66.4 
水俣市 （熊本県） 26,978 12.9 49.8 　※　人口は、 2010 年国勢調査によるものです。

『実質公債費比率』とは、借金返済のためのお金が、
通常見込まれる収入に占める割合のことです。少
ないほうがいいんですよ！

― 用語説明 と 解説―
○実質赤字比率
　　一般会計の歳入から歳出を差し引いた額が赤字になる場合
　に、この赤字額が標準財政規模（地方公共団体が標準的な状
　態で、通常見込まれる収入の規模）に占める割合です。
　　本市では、歳入から歳出を差し引いた額がプラスなので、
　実質赤字比率は算出されていません。
○連結実質赤字比率
　　実質赤字比率を、公営企業会計などを含めた全会計をもと
　に算出した場合の割合です。
　　本市では、全会計において歳入から歳出を差し引いた額が
　プラスなので、連結実質赤字比率は算出されていません。
○将来負担比率
　　この先市が負担しなければならないお金が、通常見込まれる収入
　に占める割合のことです。将来の財政を圧迫する可能性を示します。
　　本市では、基金（預貯金）積立額の増加などにより、将来
　負担比率は算出されていません。
○資金不足比率
　　公営企業会計ごとに算出されるもので、当該会計に資金の不足
　額がある場合に、その不足額が料金収入の規模に占める割合です。
　　本市では、2014 年度各公営企業会計に資金不足が生じな
　かったことから、資金不足比率は算出されていません。
○早期健全化基準
　　この基準以上になると、早期に改善が必要とされ、財政健全化
　計画を策定し健全化を行います。いわゆるイエローカードです。
○財政再生基準
　　この基準以上になると、財政再生計画の策定が義務付けら
　れ、借金などが国の管理下に置かれるため、自主的な財政運
　営ができなくなります。いわゆるレッドカードです。
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主な会計の市債残高の推移は、次のとおりとなっています。

 市も一般家庭と同じように土地や建物、自動車、預貯金などの『財産』や『借金』を持っています。
 今回は、これらの財産や借金について、2015年3月31日現在の状況をお知らせします。

財産のうち、積立基金の積立額の推移は、次のとおりとなっています。

出 水 市 は こ ん な を 持 っ て い ま す ！財産財産

『財産』の 状 況 は 次 の と お り で す 。

47億2千万円
51億7千万円

56億8千万円
63億4千万円

69億3千万円

12億2千万円
17億3千万円

32億3千万円 32億3千万円 30億4千万円

47億5千万円 49億3千万円 48億4千万円 47億6千万円
50億8千万円
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積 立 基 金 の 推 移

財政調整基金

減債基金

その他積立基金

『借金(市債)』の 状 況 は 次 の と お り で す 。

242億5千万円 237億7千万円 239億2千万円 238億2千万円 237億6千万円

166億2千万円 163億4千万円 160億5千万円 156億5千万円 151億3千万円

50億0千万円 48億4千万円 46億0千万円 45億5千万円 44億0千万円

37億2千万円 38億3千万円 37億1千万円 34億4千万円 32億6千万円
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主な会計の市債残高の推移

一般会計

下水道分（3会計合計）

水道事業

病院事業

△1,885万円
水 道 事 業 44億  335万円 45億5,239万円 △1億4,904万円
病 院 事 業 32億6,183万円 34億4,045万円 △1億7,862万円

1億5,097万円 1億6,982万円地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計

企業会計

△1億1,817万円
農業集落排水特別会計 17億3,287万円 18億    2万円 △6,715万円

2014年度末現在高 2013年度末現在高 増  減  額

237億6,399万円 238億1,600万円 △5,201万円
下 水 道 特 別 会 計 84億  804万円 87億5,063万円 △3億4,259万円
特定環境保全公共下水道特別会計 49億8,458万円 51億  275万円

一 般 会 計

会   計   名

下水道分
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一般会計

下水道分（3会計合計）

水道事業

病院事業

△1,885万円
水 道 事 業 44億  335万円 45億5,239万円 △1億4,904万円
病 院 事 業 32億6,183万円 34億4,045万円 △1億7,862万円

1億5,097万円 1億6,982万円地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計

企業会計

△1億1,817万円
農業集落排水特別会計 17億3,287万円 18億    2万円 △6,715万円

2014年度末現在高 2013年度末現在高 増  減  額

237億6,399万円 238億1,600万円 △5,201万円
下 水 道 特 別 会 計 84億  804万円 87億5,063万円 △3億4,259万円
特定環境保全公共下水道特別会計 49億8,458万円 51億  275万円

一 般 会 計

会   計   名

下水道分

　市も一般家庭と同じように土地や建物、自動車、預貯金などの 『財産』 や 『借金』 を持っています。
　これらの財産や借金について、2015 年３月 31 日現在の状況をお知らせします。

会　　計　　名 2014 年度末 
現　在　高

2013 年度末 
現　在　高 増　　減　　額

一　般　会　計 237 億 6,399 万円 238 億 1,600 万円 △ 5,201 万円

下水道分

下 水 道 特 別 会 計 84 億　804 万円 87 億 5,063 万円 △３億 4,259 万円
特定環境保全公共下水道特別会計 49 億 8,458 万円 51 億　275 万円 △１億 1,817 万円
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 17 億 3,287 万円 18 億　　2 万円 △ 6,715 万円

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計 １億 5,097 万円 １億 6,982 万円 △ 1,885 万円

企業会計
水　道　事　業 44 億　335 万円 45 億 5,239 万円 △１億 4,904 万円
病　院　事　業 32 億 6,183 万円 34 億 4,045 万円 △１億 7,862 万円

　主な会計の市債残高の推移は、次のグラフのとおりです。

区　分 2014 年度末現在高 備　　　　　　　　　　考

土 地 
（ う ち 山 林 ）

3,284 万 1,406㎡
（2,887 万 1,384㎡） 土地のうち、主なものは山林です。

建 物 31 万 4,344㎡ 建物のうち、主なものは学校、公園、住宅などの施設です。
有 価 証 券 4,588 万円 市が保有している株券です。
出 資 金 １億　353 万円 各種協会等への出資金です。
貸 付 金 12 億 5,652 万円 特定事業のために市民や別会計の事業にお金の貸し付けを行っているものです。
車 両 178 台 市が保有している公用自動車や消防車両などです。
基 金 199 億 4,765 万円 一般家庭の預貯金に相当するもので、17 の基金があります。

積 立 150 億 4,928 万円 計画的に積み立て、赤字になりそうなときに取り崩したり、特定の事業を行う
ための基金。

果実運用 42 億 7,100 万円 原資は取り崩さず、その利息を使って事業を行う基金。
定額運用 ２億 6,941 万円 一定の金額の基金を原資に、土地を購入したり、貸し付けを行う基金。
特別会計 ３億 5,796 万円 特別会計が積み立てている基金。主に国民健康保険基金。

　財産のうち、積立基金の積立額の推移は、次のグラフのとおりです。

出水市はこんな　　　　を持っています！

　『財産』の状況は次のとおりです。

　『借金（市債）』の状況は次のとおりです。

財産
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サッカー ①野田710クラブ　
②出水クラブ

   バスケット
ボー ル　

男子　①Elephant Mark
　　　②出水BLUE SPARKS
女子　①出水BLUE SPARKS
　　　②出水中央高等学校

ハンドボール 男子　①出水クラブ　　②出水高校
女子　①出水クラブ　　②出水高校

軟式野球 ①日立金属ナノテック　②Scraps
ソフトボール ①男組　　　　　　　　②三心エラーズ

ターゲット・
バードゴルフ

シニアの部　　　　　　①大　山　利　治　　　　　　　　　②三　角　行　治
レディースの部　　　　①遠　竹　日出子　　　　　　　　　②三　角　幸　恵
一般男子の部　　　　　①川　﨑　　　勝　　　　　　　　　②篠　原　邦　博

バレーボール 男子Ａクラス　　　　　①Ａｋａｔｓｕｋｉ　　　　　　　　②ソルティーズ
男子Ｂクラス　　　　　①ジンジャパン　　　　　　　　　　②魔ッ笑
女子クラス　　　　　　①リターンズ　　　　　　　　　　　②紫陽花

柔　　　道 小学１・２年生の部　　①坂　口　渚　月（野田）　　　　　　②田　上　　　朗（野田）
小学３・４年生の部　　①濱　州　悠　太（出水）　　　　　　②柏　木　　　恋（出水）
小学５・６年生の部　　①川　村　虎　白（出水）　　　　　　②山　下　侑太郎（野田）
中学１・２年男子の部　①松　下　琉　信（出水）　　　　　　②満　尾　仁　誠（出水）
中学３年男子の部　　　①上　園　泰　成（高尾野）　　　　　②中　村　滉志郎（高尾野）
高校女子の部　　　　　①西　　　元　望（出水中央）　　　　②山　下　優　佳（出水中央）

ゴ　ル　フ 　　　　　　　　　　　①井手口　　　勝　　　　　　　　　②前　畑　日出雄

ゲートボール 　　　　　　　　　　　①諏訪チーム　　　　　　　　　　　②寿チーム
グラウンド･

　ゴルフ
団　　　体　　　　　　①野田すまいる　　　　　　　　　　②鹿島同好会１組
個　　　人　　　　　　①水　元　サチヨ（鹿島同好会１組）　②外戸口　禮　子（野田ひまわり）

剣　　　道 幼児（男女）　　　　　　①餅　井　彩　乃（野田）　　　　　　②野　畑　ま　こ（出水剣友）
小学１・２年生（男）　　①広　川　天　音（出水剣友）　　　　②餅　井　大　雅（野田）
小学１・２年生（女）　　①野　畑　に　こ（出水剣友）　　　　②朝　隈　玲　愛（高尾野）
小学３・４年生（男）　　①小　野　翔　平（高尾野）　　　　　②今　川　龍　人（高尾野）
小学３・４年生（女）　　①恒　松　　　華（下水流）　　　　　②中渡瀬　仁　江（出水剣友）
小学５・６年生（男）　　①田　渕　辰　樹（下水流）　　　　　②蒲生原　朝　陽（出水剣友）
小学５・６年生（女）　　①猪　原　悠　月（出水剣友）　　　　②吉　川　栞　里（出水剣友）
中学生男子　　　　　　①浦　底　　　海（出水中）　　　　　②椿　　　海　晴（出水中）
中学生女子　　　　　　①餅　井　美　月（野田中）　　　　　②松　尾　有　真（高尾野中）
高校生男子　　　　　　①越　地　創二郎（出水高）　　　　　②東　畠　斗知朗（出水商業）
高校生男子　　　　　　①片野坂　凌　茄（出水商業）　　　　②倉　津　鞠　花（出水高）

ソフトテニス 小学生男子Ａ級の部　　①井手上・中川（高尾野・荘ク）　　　②井手上・梶尾（高尾野・荘ク）
小学生男子Ｂ級の部　　①小幡・小幡（出水校区ク）　　　　　②高橋・三浦（西出水ク）
小学生女子Ａ級の部　　①織田・山中（西出水ク）　　　　　　②小幡・藤井（出水校区ク）
小学生女子Ｂ級の部　　①宮下・千々岩（出水校区ク）　　　　②宮内・千々岩（出水校区ク）
中学生男子１年の部　　①井手上・中川（高尾野・荘ク）　　　②樋口・原田（高尾野・荘ク）
中学生男子２年の部　　①前田・中村（高尾野中）　　　　　　②渕上・坂本（出水中）
中学生男子３年の部　　①吉岡・小田（高尾野中）　　　　　　②跡上・前田（高尾野中）
中学生女子１年の部　　①山崎・坂元（出水中）　　　　　　　②小川・児島（出水中）
中学生女子２年の部　　①徳留・片野坂（出水中）　　　　　　②山下・下園（荘中）
中学生女子３年の部　　①橋元・木山（出水中）　　　　　　　②時吉・藤田（荘中）
高校・一般Ａ級　　　　①辻・瀧下（紅葉ク）　　　　　　　　②有村・中村（紅葉ク）
高校・一般Ｂ級　　　　①黒岩・大石（桜花ク）　　　　　　　②京田・野畑（出水壮年）

テ　ニ　ス
男子Ａクラス　　　　　①陣尾・飯牟禮（テンポイント）　　　②松元・溝口（テンポイント）
男子Ｂクラス　　　　　①坂元・上出口（出水商業）　　　　　②奈良・岩栄（出水倶楽部）
女子Ａクラス　　　　　①早川・鳴海（ﾃﾝﾎﾟｲﾝﾄ･ｸﾚｾﾝﾄ）　　②泰　・小城（出水レディース）
女子Ｂクラス　　　　　①田上・萬福（出水中）　　　　　　　②松本・福島（出水中）

第 10 回

市民体育大会種目別成績
《各種目で熱戦が繰り広げられました》

　広報いずみ８月号で、市民体育大会総合開会式に
ついて掲載しましたが、同大会の種目別競技の成績
をお知らせします。

（表記は各種目の大会成績の表記で記しています）
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バドミントン 男子ダブルスＡ級　　　①瀬戸内・狩集（Ｈ・Ｋ・Ｃ）　　②下薗・永岩（ＫＩＳＨＯ）
女子ダブルスＡ級　　　①大山・浜崎（ＫＩＳＨＯ）　　　※準優勝なし
男子ダブルスＢ級　　　①釣井・牧（ P O L O 倶 楽 部 ）　②吉冨・東（運足会）
女子ダブルスＢ級　　　①吉本・栄永（昼バド水俣）　　　②有田・牟礼（運足会）
男子ダブルスＣ級　　　①秋丸・舞田（川内ゼロワン）　　②狩集・久保（Ｈ・Ｋ・Ｃ）
女子ダブルスＣ級　　　①竹山（広）・伊坂（長島之風）　　②竹山（美）・児玉（長島之風）
共通ダブルスＤ級　　　①揚松・濵邊東（荘スポ少）　　　②近下・戸子田（川内ゼロワン）

卓　　　球 小学生男子３学年　　　①寺　地　　　魁（出水ＴＴＣ）
小学生男子６学年　　　①大　森　孔　涼（下水流小）　　②神　田　真　也（下水流小）
小学生女子２学年　　　①岩　井　美　聡（出水ＴＴＣ）
小学生女子３学年　　　①白　梅　怜　実（出水ＴＴＣ）
小学生女子５学年　　　①宮　後　真　悠（出水ＴＴＣ）　②立　山　絢　菜（出水ＴＴＣ）
小学生女子６学年　　　①宮　田　愛　花（出水ＴＴＣ）　②岩　井　仁　美（出水ＴＴＣ）
小学生女子６学年　　　①末　永　萌　織（出水ＴＴＣ）　②古　田　南　美（出水ＴＴＣ）
中学生男子Ａ　　　　　①中　原　湧　斗（出水ＴＴＣ）　②山　口　裕　羽（出水中）
中学生男子Ｂ　　　　　①大　森　直　希（出水ＴＴＣ）　②末　永　頼　夏（出水ＴＴＣ）
中学生男子Ｃ　　　　　①川　添　雄　太（出水中）　　　②鶴　喰　裕　貴（高尾野中）
中学生女子Ａ　　　　　①今　村　茂々花（出水ＴＴＣ）　②川　畑　佳　奈（出水ＴＴＣ）
中学生女子Ｂ　　　　　①白　梅　詩　織（出水ＴＴＣ）　②植　松　香菜美（出水ＴＴＣ）
中学生女子Ｃ　　　　　①末　永　萌　恵（出水中）　　　②古　田　南　美（出水中）
高校生男子　　　　　　①山　中　望　史（出水工業）　　②大　森　統　矢（出水工業）
ラージボールダブルス　①明阪　統・浜崎　ミサ子　　　②鶴崎　貢・福丸　奈津子

弓　　　道 団体　中学生男子　　　①出水中Ａ　　　　　　　　　　②高尾野中Ａ
　　　中学生女子　　　①米ノ津中Ｄ　　　　　　　　　②出水中Ａ
　　　高校生男子　　　①出水商業　　　　　　　　　　②出水高校
　　　高校生女子　　　①出水商業　　　　　　　　　　②野田女子
個人　中学生男子　　　①花　木　龍　平（出水中）　　　②池　松　魁　人（高尾野中）
　　　中学生女子　　　①尾　上　知咲季（米ノ津中）　　②坂　本　美　樹（高尾野中）
　　　高校生男子　　　①原　田　晃　平（出水商業）　　②川　内　元　気（出水商業）
　　　高校生女子　　　①織　田　英里華（出水商業）　　②中　塩　亜沙美（出水商業）
　　　一般男子　　　　①中出口　正　幸　　　　　　　②郷　　　博　昭
　　　一般女子　　　　①山　下　沙弥香　　　　　　　②谷　川　万由美

陸 上 競 技 短距離(100ｍ)
　小学１年生男子　　　①迫田　裕正（出水市陸上）　　　　　②黒田　大翔（出水小）
　　　　　　女子　　　①宇藤　くらら（米ノ津東小）【大会新】　②外　　菜摘（米ノ津ＪＡＣ）
　　　２年生男子　　　①大平　倫嗣（米ノ津東小）　　　　　②花田　蓮翔（米ノ津東小）
　　　　　　女子　　　①野畑　陽菜（高尾野陸上）【大会新】　　②松下　七海（米ノ津東小）【大会タイ】
　　　３年生男子　　　①森田　将巧（米ノ津陸上）【大会新】　　②川俣　知輝（出水小）【大会新】
　　　　　　女子　　　①福田　桃花（米ノ津陸上）【大会新】　　②田中　架恋（出水市陸上）
　　　４年生男子　　　①塩盛　稜太（西出水小）【大会新】　　　②川上　亮磨（高尾野陸上）【大会新】
　　　　　　女子　　　①片野坂　瑞希（高尾野陸上）【大会新】　②宮野　優海（高尾野陸上）
　　　５年生男子　　　①小路　翔琉（米ノ津東小）【大会新】　　②田中　寿琉（出水市陸上）
　　　　　　女子　　　①寺地　しい（出水市陸上）【大会新】　　②富満　優女（高尾野陸上）【大会新】
　　　６年生男子　　　①藤崎　隆斗（米ノ津陸上）【大会新】　　②平薮　慎海（出水市陸上）【大会新】
　　　　　　女子　　　①前田知伽（高尾野陸上）【大会新】　　　②大野　真季（西出水小）【大会タイ】
リレー (400ｍ)
　小学１・２年生男子　①米ノ津東小　　　　　　　　　②米ノ津陸上
　　　　　　　　女子　①米ノ津東小　　　　　　　　　②米ノ津小
　小学３・４年生男子　①高尾野陸上　　　　　　　　　②米ノ津ＪＡＣ（Ａ）
　　　　　　　　女子　①高尾野陸上【大会新】　　　　　②米ノ津東小
　小学５・６年生男子　①出水市陸上【大会タイ】　　　　②米ノ津陸上
　　　　　　　　女子　①高尾野陸上（Ａ）　　　　　　　②出水市陸上

ボクシング 【少年の部】
　ライトフライ級　①米丸　　響（出水工業高校）　　　フライ級　　①前田　雄司（出水工業高校）
　ライト級　　　　①野中　優聖（出水工業高校）　　　ﾗｲﾄｳｴﾙﾀｰ級　①廣田　祐斗（出水工業高校）
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水　　　泳

体　操

【４年生以下男子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍバタフライ
25ｍ平泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ平泳ぎ
100ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
100ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
100ｍリレー

【５・６年生男子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍ平泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍバタフライ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ平泳ぎ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【中学生男子】
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍバタフライ
50ｍ平泳ぎ
100ｍバタフライ
100ｍ平泳ぎ
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【高校生男子】
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍバタフライ

【一般男子】
25ｍ自由形
25ｍバタフライ
50ｍ自由形
50ｍバタフライ
50ｍ平泳ぎ

小学生の部
中学生の部
高校生の部

【４年生以下女子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍバタフライ
25ｍ平泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
100ｍリレー

【５・６年生女子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍバタフライ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【中学生女子】
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍバタフライ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ背泳ぎ
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ

【高校生女子】
50ｍ自由形
200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【一般女子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍバタフライ
50ｍ自由形

【職場・チーム対抗】
男子100ｍリレー

②伊　尻　彪　琉
②土　田　翔　大
③原　口　幸　大

①秋永虎太郎（米ノ津東水泳）
①森　優志郎（西出水水泳）
①片山　侑政（西出水水泳）
①石塚　悠仁（西出水水泳）
①秋永虎太郎（米ノ津東水泳）
①堅道　天満（西出水水泳）
①永山　智康（セイカ出水）
①永山　智康（セイカ出水）大会新
①千々岩政清（米ノ津東水泳）
①米ノ津東水泳
①西出水水泳Ａ

①鏡　　日翔（出水メイプル）
①東園　幸己（セイカ出水）
①尾上　大樹（米ノ津水泳優泳）
①橋口晶太郎（米ノ津東水泳）大会新
①重田　一祈（セイカ出水）
①橋口晶太郎（米ノ津東水泳）大会新
①古川　晴喜（米ノ津東水泳）
①吉井　颯斗（米ノ津東水泳）
①段原弘太郎（セイカ出水）
①米ノ津東水泳
①米ノ津東水泳Ａ

①田浦　幸志（セイカ出水）
①宮田　　司（米ノ津中）
①橋之口　将（セイカ出水）
①濱田　壮真（米ノ津中）
①田浦　幸志（セイカ出水）
①高桑　蒼龍（米ノ津中）
①椎木　大輔（西出水水泳）
①セイカ出水
①米ノ津中Ａ①

①溝下　正展（出水メイプル）
①橋口　大介（鶴翔高校）
①宮田　　蓮（出水メイプル）

①江口　哲郎（水泳協会）
①田代　貞次（出水水協）
①川内　修平（西出水水泳）
①川内　修平（西出水水泳）
①内栫　将司（米ノ津東水泳）

①稲　泉　巧　人
①谷　口　一　晟
①西之原　佑　奎

①上戸　桜華（米ノ津東水泳）
①久富　彩絢（西出水水泳）
①楠元　咲貴（西出水水泳）
①吉井　和花（米ノ津東水泳）
①小出水優花（米ノ津東水泳）
①福原　桜花（西出水水泳）
①小出水優花（米ノ津東水泳）
①吉井　和花（米ノ津東水泳）
①米ノ津東水泳Ａ
①米ノ津東水泳Ａ

①大森　紗希（米ノ津水泳優泳）
①城須　海緒（出水メイプル）
①田浦　凜夏（セイカ出水）
①田中　友香（米ノ津東水泳）
①坂本ひまり（西出水水泳）
①川内　美遥（セイカ出水）大会新
①山崎　　雅（西出水水泳）
①川内　美遥（セイカ出水）
①西出水水泳Ａ
①西出水水泳Ａ①

①秋永　紗英（米ノ津中）
①橋口　大空（米ノ津中）
①森　　彩華（セイカ出水）
①橋口　大空（米ノ津中）
①齋藤ひなの（米ノ津中）
①末吉　彩夏（西出水水泳）

①中川　　歩（セイカ出水）
①山口　美波（セイカ出水）
①セイカ出水
①セイカ出水

①牛ノ濱明子（鶴泳会）
①有村　邦子（鶴泳会）
①牛ノ浜明子（鶴泳会）
①有村　邦子（鶴泳会）

①安原チーム
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10
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

る
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

10
月
１
日
以
降
に
、
調
査
員
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
の

お
宅
に
、
紙
の
調
査
票
の
回
収
に
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://kokusei2015.stat.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
企
画
課
企
画
・
男

　

女
共
同
参
画
係
（
☎
�
４
０
３
３
）

国
勢
調
査
「
調
査
票
」
を

回
収
に
伺
い
ま
す

国
勢
調
査
員
を
装
う
「
か
た
り
調
査
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

○
国
勢
調
査
員
を
装
う
、
不
審
な
電
話
や

　

訪
問
者
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不

　

審
に
思
っ
た
時
は
、
回
答
し
な
い
で
、

　

速
や
か
に
本
庁
企
画
課
に
お
知
ら
せ
く

　

だ
さ
い
。

○
調
査
員
は
、そ
の
身
分
を
証
明
す
る「
国

　

勢
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

マイナンバー通信　⑦
つるのしんと
マイナちゃんによる

－マイナンバーが通知されます②－マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マイナちゃん

個人情報の保護について
●マイナンバーの利用範囲は法律で定められています。
●個人情報が特定の機関に集約されることはありません。（分散管理方式）
●個人情報の取り扱いに当たっては個人情報保護法よりも厳しい基準が
　設けられています。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月から 

マイナンバーを 
一人一人にお届けします！ 

通知カードは 

大切に保管してください！ 

マイナンバー制度に関する問
い合わせ先
○コールセンター（ 有 料 ）
　（☎ 0570 － 20 － 0178）
　（全国共通ナビダイヤル）
　（☎ 0570 － 20 － 0291）
　（外国語（英語）対応）
※午前９時 30 分～午後５時
　30 分（土・日、祝日およ
　び年末年始除く）
○ホームページ（内閣官房）
　http://www.cas.go.jp/jp/
　seisaku/bangoseido/
問い合わせ先　本庁企画課
　行政改革係（☎ 63 － 4037）

バイマーヤンジン氏の講演会を開催（北薩法人会女性部会）
　公益社団法人　北薩法人会女性部会による、設立２０周年記念事業講演会が開催されます。
　チベット人女性声楽家で教育活動家のバイマーヤンジン氏を講師に迎え、「大切な家族の絆～日本人の忘れ
物～」と題した講演があります。入場料は無料で、定員が 200 人です。
※入場整理券が必要です。詳しくは北薩法人会事務局にお問い合わせください。
日　時　10 月 24 日（土）　午後２時 30 分
場　所　ホテルキング
問い合わせ先　北薩法人会事務局（☎ 62 － 1338）
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臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
対

し
て
、
９
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
文
書
と
「
臨
時
福
祉
給

付
金
申
請
書
」「
返
信
用
封
筒
」
等
を
郵
送
し
ま
し
た
。

同
封
の
記
載
例
を
参
考
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
の
上
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

の
写
し
お
よ
び
振
込
先
通
帳
の
写
し
を
同
封
の
上
、
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
度
本
市
の
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
け
取
ら

れ
た
方
は
、
本
人
確
認
書
類
や
通
帳
の
写
し
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。（
口
座
を
変
更
す
る
場
合
は
、
写
し
が
必
要
）

申
請
受
付
期
間　
10
月
１
日（
木
）～
来
年
２
月
29
日（
月
）

※
直
接
申
請
し
た
い
方
は
、
出
張
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政
策
係
（
☎
�
４
０
８
５
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
手
続
き

日　時　10 月 11 日（日）　午前 10 時～午後３時 30 分
場　所　青年の家
内　容　次の中から好きなものを選んで作ります。
　　　　①どんぐりトトロの置物　②紙バンドこま　③竹トンボ　④プラ板キーホルダー
　　　　⑤レザークラフト　※無料体験コーナーや市内高校の学校紹介パネル展示・体験コーナーもあります。
※複数を選ぶことができますが、どれも１～２時間程度かかりますので、無理のない範囲でお選びください。
対象者　どなたでも（小学３年生以下は保護者同伴）
※子ども会や学級など団体での参加も可能です。
材料費　１製作につき、レザークラフトは 200 円、その他製作は 100 円
申し込み方法　10 月５日（月）までに電話、ＦＡＸまたはＥメール（青年の家ホームページをご覧ください。）
　　　　　　　でお申し込みください。昼食は、青年の家の食堂（カレーライス 500 円（小学生以下 400 円）
　　　　　　　を利用できます。お申し込み時に昼食希望の有無をお知らせください。
申し込み・問い合わせ先　青年の家（☎ 63 － 2135・ＦＡＸ 62 － 9417）

秋の自然まつりのお知らせ
【第 14 回青年の家フェスティバル】～家族やお友達と一緒に秋のクラフト体験！～

　公立幼稚園に遊びに来ませんか！　　　
　本市の公立幼稚園では、「地域に根ざした幼稚園づくり」を目指し、11月第１週の

「地域が育む『かごしまの教育』週間を中心に、下記の日程で公開参観を実施します。
　日頃、公立幼稚園がどのような活動を行っているかを地域の方々に知っていただき、
公立幼稚園をより身近に感じていただきたいと思いますので、多くの方々のご来園をお待ちしています。
　詳しい計画は、各幼稚園（平日の午後３時～同５時）にお問い合わせください。

幼稚園名 期　日 時　間 参観内容 問い合わせ先
西出水小学校附属紫翠幼稚園 10月28日（水）

10月30日（金）
両日共に
午前９時 30 分～同 11 時 30 分

28日：一般参観
30日：未就園児対象 ☎63－2158

東出水小学校附属幼稚園 10月29日（木） 午前９時 30 分～同 11 時 30 分 一般参観
（未就園児含む） ☎63－2163

米ノ津小学校附属幼稚園 10月29日（木）
11月５日（木）

午前 10 時 00 分～同 11 時 30 分
午前９時 30 分～同 11 時 30 分

29日：未就園児対象
５日：一般参観 ☎67－2938

米ノ津東小学校附属幼稚園 11月６日（金） 午前９時 40 分～同 11 時 30 分 一般参観
（未就園児含む） ☎67－1023

切通小学校附属幼稚園 11月５日（木） 午前 10 時 00 分～同 11 時 30 分 一般参観
（未就園児含む） ☎67－2919

荘小学校附属幼稚園 11月５日（木） 午前９時 30 分～同 11 時 30 分 一般参観
（未就園児含む） ☎82－3670

野田小学校附属幼稚園 11月６日（金） 午前９時 30 分～同 11 時 30 分 一般参観
未就園児保育参加 ☎84－2067

「臨時福祉給付金」出張申請窓口
午　前 午　後

時間 場所 時間 場所

10 月９日 ９：00
～ 11：00

市中央公民館
（小ホール）

13：30
～ 15：00

大川内農業者
トレーニングセンター

10 月 13 日 出水公会堂

13：30
～ 16：00

市社会福祉
会館

10 月 14 日
９：30
～ 11：00

米ノ津農村環境
改善センター 米ノ津公会堂

10 月 15 日 江内
カントリーコア

野田農村環境
改善センター

10 月 16 日 荘中
クラブハウス

高尾野支所
大会議室

　　　　　臨時福祉給付金の「振り込め詐欺」や
　　　　　「個人情報の搾取」にご注意ください！
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出
水
商
業
高
等
学
校
で
は
、
商

業
教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
・
発

展
を
目
指
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
文
化
祭
の
中
で
「
第
19

回
出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

地
域
企
業
の
協
力
を
得
て
、
地

元
特
産
品
（
み
か
ん
・
野
菜
・
お

茶
・
味
噌
）、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、

本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

商
品
、県
内
高
校
生
産
加
工
品
等
、

多
く
の
商
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
利
尻
高
校
か
ら

北
海
道
特
産
品
を
仕
入
れ
ま
す
。

　

生
徒
が
真
心
を
込
め
た
サ
ー
ビ

ス
で
お
迎
え
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
ま

す
。

日　
時　
10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所

　

出
水
商
業
高
等
学
校
体
育
館

そ
の
他　

　

駐
車
場
は
、
出
水
商
業
高
校
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
、
米
ノ
津
公
会
堂
、

　

米
ノ
津
中
学
校
ロ
ー
タ
リ
ー
付

　

近
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

出
水
商
業
高
等
学
校

　
（
☎
�
１
０
６
９
）

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
が
、
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。オ
ー
プ
ン
当
日
は
、

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

開
館
期
間　
10
月
28
日
～
２
０
１

　

６
年
３
月
27
日

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
館
料　
大
人　

２
１
０
円

　

中
学
生
以
下　

１
０
０
円　

※
10
月
28
日
の
み
入
場
無
料

開
所
式　
10
月
28
日

　

 

午
前
10
時
～
正
午

イ
ベ
ン
ト
内
容
（
開
所
式
）

・
ツ
ル
供
養

・
ツ
ル
親
善
大
使
交
代
式

・
園
児
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
紅
白
も
ち
投
げ
（
一
部
景
品
付

　

き
）

そ
の
他

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
策

　

と
し
て
車
両
用
消
毒
漕
を
設
置

　

し
ま
す
の
で
、
ご
来
館
の
際
は

　

消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
出
水
市
観
光
協
会

　
（
☎
�
３
０
３
０
）

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
５
１
５
１
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

10
月
28
日
オ
ー
プ
ン

お
得
な
商
品
が
い
っ
ぱ
い

出
水
商
業
デ
パ
ー
ト
♪

～
独
身
男
女
交
流
イ
ベ
ン
ト
～

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
わ
や
か
出
水
女

性
の
集
い
、
出
水
商
工
会
議
所
や

市
観
光
協
会
等
で
つ
く
る
婚
活
実

行
委
員
会
が
企
画
す
る
「
新
た
な

か
ぐ
や
姫
も
の
が
た
り　

in
い
ず

み
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
11
月
１
日(

日)

内　
容

○
午
後
１
時　
ホ
テ
ル
キ
ン
グ
集
合

　

全
員
着
物
を
着
て
交
流
会
（
立

　

食
パ
ー
テ
ィ
式
）
武
家
屋
敷
・

　

竹
灯
籠
通
り
散
策
ほ
か

○
午
後
７
時　

イ
ベ
ン
ト
終
了

竹
灯
籠
で
つ
な
ぐ愛

の
祭
典

※
着
用
し
た
着
物
と
帯
は
プ
レ
ゼ

　
ン
ト
さ
れ
ま
す
！
記
念
品
も
あ

　

り
ま
す
。

募
集
人
数

　

男
性
15
人
、
女
性
15
人

※
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

※
男
性
は
市
内
居
住
者
に
限
る

申
込
期
限　
10
月
13
日
（
火
）

参
加
費　
男
女
と
も
１
人
８
千
円

交
流
会
進
行　
宮
原
恵
津
子
さ
ん

　
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務

　

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
マ
チ
・
テ
ラ
ス

　

婚
活
実
行
委
員
会
事
務
局
（
出

　

水
商
工
会
議
所
内
）

　
（
☎
�
１
３
３
７
）

働く婦人の家主催講座の参加者募集
「リンパマッサージ（冬コース）」講座

リンパ液の流れをスムーズにするマッサージ法を学んで
心も体もリフレッシュしましょう。

開 講 日 11 月 27 日～ 12 月 25 日（毎週金・全５回）
開講時間 午前 10 時～正午
講 師 松本　順子　氏（OHANA） 
受 講 料 材料代 1,000 円 
申込期限 11 月 10 日（火）

「フットセラピー」講座
足は第 2 の心臓です。足ツボのセルフケア法を学んで

心身共にリラックスしましょう。
開 講 日 11 月 21 日～ 12 月 19 日（毎週土・全５回）
開講時間 午後８時～同 10 時
講 師 有馬　和子　氏 
受 講 料 無　料
申込期限 11 月 10 日（火）

「ダンスエアロ体験」講座
音楽に合わせて体を動かすことで、楽しみながら行う有酸素
運動です。ダンスとエアロビで気持ちいい汗を流しましょう。

開 講 日 11 月６日（金）
開講時間 午後７時～同９時
講 師 田丸　美千代　氏
受 講 料 無　料
申込期限 10 月 27 日（火）
開講場所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性

申し込み方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

※託児有ります（事前予約必要、２歳から就学前まで）
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第
16
回
鹿
児
島
県
高
学
年
子
ど

も
芸
術
祭
典　

第
８
回
テ
ィ
ー

ン
ズ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
北
薩　

～
か
ご
し
ま
国
文
祭

２
０
１
５
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
～
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
10
月
10
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
開
演

場　
所　
高
尾
野
農
村
環
境
改
善

　

セ
ン
タ
ー

入
場
料　
４
歳
以
上　

千
円

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
子
ど
も
劇
場
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
５
４
）

　

鹿
児
島
・
熊
本
・
宮
崎
の
３
県

を
広
報
区
域
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
ジ
ャ
ズ
に
至
る
ま
で
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
っ

て
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
陸

上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊
」
の
演
奏

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
10
月
12
日
（
月
）

　

午
後
５
時
（
午
後
４
時
開
場
）

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
安
全
安
心

　

推
進
課
（
☎
�
０
１
６
３
）

地
域
の
み
ん
な
で
教
育
に
つ
い
て

考
え
よ
う
！

　

出
水
地
区
教
育
振
興
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
出
水
地
区
の
教
育

振
興
に
関
す
る
表
彰
、事
例
発
表
、

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
教
育
に

つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　
時　
10
月
７
日
（
水
）

　

午
後
０
時
45
分
～
同
４
時
35
分

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料　
無　

料

大
会
内
容

○
表
彰

　

出
水
地
区
の
教
育
振
興
に
寄
与

　

し
、
特
に
成
果
を
上
げ
て
い
る

　

学
校
や
団
体
を
表
彰

○
事
例
発
表

　

出
水
地
区
の
小
・
中
学
校
、
高

　

等
学
校
や
行
政
か
ら
、「
地
域

　

に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
教
育
活

　

動
」
に
つ
い
て
の
事
例
発
表

○
講
演
会

　

講
師　

梛
木　

春
幸
氏

　
（
日
本
料
理
家
）

※
梛
木
氏
は
、
Ｋ
Ｔ
Ｓ
鹿
児
島
放

　

送
「
ゆ
う
テ
レ　

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
！

　

か
ご
Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
」
レ
ギ
ュ
ラ
ー

　

出
演
中
で
、
今
年
度
の
出
水
市

　

民
大
学
で
も
ご
講
演
い
た
だ
い

た
日
本
料
理
家
で
す
。

講
師
か
ら
一
言

　

25
年
間
、
日
本
料
理
の
世
界

で
過
ご
す
中
で
知
る
こ
と
の
で

き
た
【
食
】
の
す
ば
ら
し
さ
、

大
切
さ
、
そ
し
て
現
代
食
の
危

険
性
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
微
力

な
が
ら
も
精
い
っ
ぱ
い
『
正
し

い
食
』
を
ひ
ろ
げ
た
い
。

　

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め

に
、
信
念
と
正
義
感
を
持
ち
、

【
予
防
医
学
】
を
提
唱
し
国
家

予
算
の
医
療
費
削
減
を
目
標
に

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

小
原
地
区
む
ら
づ
く
り
委
員
会

で
は
、
人
力
で
農
地
を
開
い
た
先

人
の
苦
難
を
し
の
び
、
収
穫
の
喜

び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
ま
つ
り
「
味

噌
な
め
て
ま
つ
り
」
を
、
今
年
か

ら
「
味
噌
な
め
て
ま
つ
り
『
収
穫

祭
』」
に
名
称
を
変
え
、
秋
に
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
伝
統
芸
能
「
小
原
山

新
地
節
」
の
披
露
や
餅
投
げ
、
お

に
ぎ
り
と
手
作
り
味
噌
な
ど
も
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。

日　
時　
10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場　
所　
小
原
地
区
み
そ
な
め
て

　

の
碑
公
園
（
雨
天
時
は
青
年
の

　

家
体
育
館
）

問
い
合
わ
せ
先　
高
尾
野
支
所
農

　

政
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
�
５
４
２
４
）

味
噌
な
め
て
ま
つ
り

「
収
穫
祭
」
を
開
催

～
い
ず
み
園

虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
～

　

花
・
野
菜
の
苗
、

木
工
関
連
商
品
、
木
炭
関
連
商
品
、

そ
の
ほ
か
多
数
の
商
品
等
が
並
ぶ
、

い
ず
み
園
虹
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
10
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
所　
い
ず
み
園
（
平
和
町
）

問
い
合
わ
せ
先

　

い
ず
み
園
（
☎
�
０
１
２
０
）

地
域
の
皆
さ
ま
に

　
　
　
感
謝
を
こ
め
て

陸
上
自
衛
隊

第
８
音
楽
隊
演
奏
会
♪

出
水
地
区
教
育
振
興

大
会
を
開
催

特定健康診査・がん検診（補回）
　市では、８月 17 日～９月 15 日の健診を受
診できなかった方を対象に、補回健診を行い
ます。出水保健センターで 10 月 13 ～同 15 日
に実施しますので、ぜひ受診してください。
問い合わせ先　保健センター（☎ 63 － 2143）
　　　　　　　本庁健康増進課健康保険係
　　　　　　　（☎ 63 － 4041）

鹿
児
島
県
高
学
年

子
ど
も
芸
術
祭
典
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結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
方
は
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者　
２
０
１
６
年
３
月
31
日

　

現
在
で
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和

　

26
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

　

た
方
）
で
、
今
年
度
、
胸
部
レ

　

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
て
い
な

　

い
方

検
診
日　
10
月
19
日
（
月
）
～
11

　

月
13
日
（
金
）

受
診
料　
無　

料

※
対
象
者
に
は
個
別
に
受
診
票
を

　

送
付
し
ま
す
。
検
診
日
、
検
診

　

会
場
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

　

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
検

　

診
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

　

他
会
場
で
の
受
診
も
出
来
ま
す
。

※
今
年
度
、
肺
が
ん
検
診
お
よ
び

　

医
療
機
関
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

　

ン
撮
影
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、

　

今
回
は
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま

　

せ
ん
の
で
、
電
話
連
絡
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

高
齢
者
対
象
の
結
核
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

　

認
知
症
に
つ
い
て
気
に
な
る

方
、
認
知
症
の
予
防
に
興
味
の
あ

る
方
な
ど
を
対
象
に
、
認
知
機
能

低
下
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容　
次
の
表
の
と
お
り

場　
所　
江
内
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ア

定　
員　
20
人

参
加
料　
無　

料

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当

　

日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事

　

業
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
４
７
７
）

認
知
機
能
低
下
予
防
教
室

を
開
催

日　時 内　容
10 月 14 日（水）
午後２時～同３時

・認知症とは
・レクリエーション

11 月 19 日（木）
午後２時～同３時

・認知症を予防するために
・レクリエーション

12 月 10 日（木）
午後２時～同３時

・認知症と思われる方への
　関わり方・レクリエーション

※日時は、変更になる場合があります。

　

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
実
行
委

員
会
で
は
、
い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ

ス
～
竹た
け
と
う
ろ
う

灯
籠
で
つ
な
ぐ
光
の
祭
典

～
を
開
催
し
ま
す
。

期　
日　
10
月
30
日
（
金
）
～
11

　

月
１
日
（
日
）

場　
所　
出
水
麓
武
家
屋
敷
、
出

　

水
本
町
商
店
街
、高
尾
野
地
区
・

　

野
田
地
区
商
店
街
等

※
５
万
５
千
本
の
竹
灯
籠
を
設
置

　

し
光
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

当
日
、
竹
灯
籠
の
設
置
・
警
備
・

　

撤
去
・
交
通
整
理
等
を
行
う
ボ

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス

開
催

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
実

　

行
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
マ
チ
・
テ
ラ
ス

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
出
水
商

　

工
会
議
所
）（
☎
�
１
３
３
７
）

　
い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
の
会
場

で
も
あ
る
本
町
通
り
商
店
街
で
、

第
３
回
「
土
曜
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
」。
ス
タ
ッ
フ
や
お
店

は
も
ち
ろ
ん
、
来
場
者
の
皆
さ
ま

も
ぜ
ひ
仮
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。 本

町
通
り
土
曜
祭
り
開
催

日　
時　
10
月
31
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
午
前
９
時
か
ら
歩
行
者
天
国
）

※
雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

内　
容

　

市
内
の
学
生
や
一
般
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
路

上
で
の
マ
ル
シ
ェ
（
軽
ト
ラ
市
）、

商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
小
さ

い
お
子
様
で
も
安
心
し
て
遊
べ
る

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

※
詳
し
く
は
事
務
局
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
土
曜
祭
り
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
出
水
商
工
会

　

議
所
）（
☎
�
１
３
３
７
）Facebook でも情報発信中。

「第３回本町通り土曜祭り」で検索！
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市
で
は
、
市
内
で
開
業
予
定
の

方
や
創
業
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

等
を
対
象
に
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時　
12
月
５
日
（
土
）
お

　

よ
び
同
６
日
（
日
）
※
両
日
と

　

も
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

開
催
場
所　
出
水
駅
内
飛
来
里
多

　

目
的
ホ
ー
ル

定　
員　
20
人

対
象
者　
市
内
で
開
業
予
定
の
方
、

　

周
辺
地
区
で
、開
業
予
定
の
方
・

　

開
業
後
間
も
な
い
方
、
後
継
者

　

な
ど
創
業
に
つ
い
て
学
び
た
い

　

方
受
講
料　
３
千
円

募
集
期
限　
定
員
に
達
す
る
日

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
商
工
会
議
所

　
（
☎
�
１
３
３
７
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

　

市
立
保
育
園
の
民
営
化
に
伴

い
、
野
田
保
育
園
の
運
営
を
希
望

す
る
法
人
を
募
集
し
ま
す
。

民
営
化
の
時
期　
２
０
１
７
（
平

　

成
29
）
年
４
月
１
日

応
募
資
格

　

市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置
く

　

社
会
福
祉
法
人

※
新
設
す
る
社
会
福
祉
法
人
の
場

　

合
は
、
募
集
要
項
の
資
格
要
件

　

を
満
た
す
者

募
集
要
項

　

10
月
14
日(

水)

以
降
配
付

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

　

す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

　

く
だ
さ
い
。

現
地
説
明
会

　

11
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時
30

　

分
か
ら
１
時
間
程
度

応
募
期
限

　

11
月
26
日
（
木)

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
こ
ど
も

　

課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
来
年
度
の
一
般
入
校
生
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
科
目　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、

　

情
報
処
理
科

募
集
人
員　
各
科
20
人
程
度

訓
練
期
間　
各
科
２
年

応
募
資
格　
高
等
学
校
を
卒
業
し

　

た
方
（
来
年
３
月
に
卒
業
見
込

　

み
含
む
）
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同

　

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認

　

め
ら
れ
る
方

出
願
書
類　
入
校
願
書
（
写
真
貼

　

付
）、
学
校
調
査
書
、
高
等
学

　

校
長
の
推
薦
書
、
願
書
貼
付
以

　

外
に
写
真
１
枚
（
縦
４
×
横
３

　

セ
ン
チ
㍍
）

選
考
場
所

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

出
願
期
限　
10
月
30
日
（
金
）

選
考
日　
11
月
６
日
（
金
）

合
格
発
表
会　
11
月
13
日
（
金
）

※
そ
の
他
の
日
程
の
願
書
受
付
期

　

間
は
９
月
１
日
（
火
）
～
２
０

　

１
６
年
３
月
４
日
（
金
）（
消

　

印
有
効
）
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
日
程
の
選
考
日
に
つ

　

き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
９
６

－　

６
５

－

２

　

２
４
７
）

姶
良
高
等
技
術
専
門
校

の
入
校
生
を
募
集

創
業
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
を
募
集

野
田
保
育
園
の
移
譲
先

法
人
を
募
集

　

出
水
保
健
所
で
「
飲
酒
の
こ
と

で
悩
む
家
族
の
つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

飲
酒
問
題
の
解
決
の
第
一
歩

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
や
依
存

症
に
つ
い
て
正
し
く
知
る
こ
と
で

す
。互
い
に
学
び
合
い
、語
り
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま

　

す
。

日　
時　
10
月
か
ら
２
０
１
６
年

　

３
月
ま
で
の
毎
月
第
２
金
曜
日

　
（
10
月
９
日
、
11
月
13
日
、
12

　

月
11
日
、
１
月
８
日
、
２
月
12

　

日
、
３
月
11
日
）

　

午
後
２
時
～
同
３
時
30
分

場　
所　
出
水
保
健
所

　
（
旧
鹿
児
島
県
合
同
庁
舎
内
）

　

１
階
相
談
室

内　
容　
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
や

　

依
存
症
に
つ
い
て
の
学
習
会
、

　

座
談
会
、
当
事
者
や
家
族
の
体

　

験
談
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お

　

電
話
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
出
水
保
健
所
保
健
係

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

予
防
接
種
対
象
の
高
齢
者
に

は
、
10
月
15
日
か
ら
予
診
票
の
配

布
を
開
始
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
原
則
と
し
て
本
人
の
意
思
と
責

任
で
希
望
す
る
場
合
に
の
み
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
希
望
の
方
は
、
市
が
発
行

し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
診
票
を
お
持
ち
の
上
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

○
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
あ

　

っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器

　

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

　

に
障
害
を
有
す
る
方

※
水
俣
・
芦
北
の
協
力
医
療
機
関

　
で
接
種
さ
れ
る
方
は
、
自
己
負

　
担
が
１
７
０
０
円
に
な
り
ま
す

　
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
県
内

　

の
協
力
医
療
機
関
に
つ
い
て
は

　

今
回
か
ら
自
己
負
担
、
１
２
０

　

０
円
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
健
康

　
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
市
民
福

　

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
４
）

飲
酒
問
題
に
つ
い
て

正
し
く
知
ろ
う

高
齢
者
対
象
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
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市
で
は
、
健
康
ま
つ
り 

Ｄ
Ｅ 

赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
22
日
（
日
）

　

午
前
11
時
（
午
前
10
時
30
分
受

　

け
付
け
）

場　
所

　

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

　
（
出
水
市
大
産
業
祭
健
康
ま
つ

　

り
内
）

対
象
者　
ハ
イ
ハ
イ
が
で
き
る
未

　

歩
行
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護

　

者
の
方
の
ペ
ア

申
込
期
限　
10
月
31
日
（
金
）

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
め
切

　

り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

　

出
水
麓
街
な
み
保
存
会
で
は
、

市
の
文
化
遺
産
を
守
り
、
活
性
化

を
図
る
た
め
、
毎
年
「
出
水
麓
ま

赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ

レ
ー
ス
の
参
加
者
募
集

　

技
術
・
経
験
を
生
か
し
て
、
開

発
途
上
国
の
人
々
と
相
互
理
解
を

図
り
、
彼
ら
の
自
助
努
力
を
促
進

さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展
開
し

て
い
く
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
県
内
で
も
体
験
談
・

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）
～
11
月
２
日

　
（
月
）（
消
印
有
効
）

体
験
談
・
説
明
会

○
９
月
26
日
（
土
）　

午
後
２
時

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
10
月
14
日
（
水
）

　

午
後
６
時
30
分

　
鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
青
年
海
外
協
力
隊
、

　

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合

　

同
で
の
開
催
で
す
。

※
派
遣
国
や
募
集
分
野
等
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス

　

ク
鹿
児
島
（（
公
財
）
鹿
児
島

　

県
国
際
交
流
協
会
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
１

－

６
６

　

２
４
）

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jica.go.jp

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
11
月
１
日
（
日
）
に

出
水
小
学
校
前
広
場
を
主
な
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
普
段
味

わ
え
な
い
武
者
姿
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日　
時　
11
月
１
日
（
日
）

　

午
前
７
時
～
午
後
０
時
30
分

場　
所　
出
水
小
学
校
前
広
場
等

内　
容　
武
者
姿
に
扮ふ
ん

し
て
、
児ち
ご

　

請も
う
しの
儀
式
で
出
陣
式
、
武
者
行

　

列
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

小
学
４
年
生
以
上
の
方

応
募
期
限

　

10
月
15
日
（
木
）

※
事
前
練
習
に
参
加
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

※
報
酬
、
交
通
費
等
の
支
払
い
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
麓
街
な
み
保
存
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
０

－

７
１
６
７

－

９

　

６
１
５
）

　

市
公
開
武
家
屋
敷
の
管
理
と
、

観
光
客
に
対
し
武
家
屋
敷
や
そ
の

歴
史
を
説
明
す
る
、
公
開
武
家
屋

敷
案
内
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
満
80
歳
未
満
の
市
内

　

に
住
む
健
康
な
方

募
集
人
数　
若
干
名

勤
務
体
制

　

月
平
均
８
日
程
度

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

手
当
は
１
日
当
た
り
５
４
４
０

　

円
申
込
期
限　
10
月
31
日
（
日
）

応
募
方
法　
履
歴
書
を
郵
送
ま
た

　

は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９

－

０
２
０
４

　

出
水
市
麓
町
５
番
17
号
（
公
開

　

武
家
屋
敷
竹
添
邸
）

　

出
水
麓
街
な
み
保
存
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
０

－

７
１
６
７

－

９

　

６
１
５
）

武
者
行
列
の
参
加
者
募
集

公
開
武
家
屋
敷
の

案
内
人
募
集

　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
今

年
で
開
館
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

出
水
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
当
時
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ

た
歴
史
資
料
や
民
具
類
が
多
く
の

市
民
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
収
集
保

存
さ
れ
、
県
内
で
も
充
実
し
た
資

料
館
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
新
た
な
視

点
か
ら
薩
摩
に
お
け
る
出
水
外
城

の
こ
と
な
ど
、
長
年
鹿
児
島
の
歴

史
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
研
究
者

を
お
招
き
し
て
専
門
的
な
立
場
か

ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
時

　

10
月
24
日
（
土
）　

午
後
２
時

場　
所

　

市
中
央
図
書
館
研
修
室

演　

題　
「
薩
摩
藩
に
お
け
る
出

　

水
外
城
再
確
認
」

講　
師　
鹿
児
島
市
立
西
郷
南
洲

　

顕
彰
館
館
長　

德
永 

和
喜 

氏

定　
員　
50
人

受
講
料　
無　

料

申
込
期
限　
10
月
22
日
（
木
）

申
し
込
み　
直
接
ま
た
は
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

第
２
回
歴
史
講
座
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人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

川
内
支
局
職
員
が
相
談
に
応
じ

る
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

日　
時　
10
月
22
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
市
中
央
公
民
館

　

本
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

出
水
地
区

　

荒
木 

妙
子
さ
ん

　

黒
田 

恵
子
さ
ん

　

井
手
上 

正
弘
さ
ん

　

﨑
元 

健
一
さ
ん

　

西
尾 

久
子
さ
ん

高
尾
野
地
区

　

東
畠 

政
子
さ
ん

　

井
手
上 

文
雄
さ
ん

野
田
地
区

　

平
中 

す
み
子
さ
ん

　

橋
口 

靖
一
さ
ん

※
委
員
は
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

　

す
。
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま

　

し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

10
月
19
日
か
ら
同
25
日
ま
で
の

期
間
は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

本
市
で
は
、
秋
の
巡
回
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
お
す
す

め
の
本
一
冊
を
持
ち
寄
り
５
分
間

で
本
を
紹
介
し
あ
う
ゲ
ー
ム
「
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」（
書
評
ゲ
ー
ム
）

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日　
時

　

11
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時

場　
所

　

市
中
央
図
書
館
研
修
室

対
象
者

　

中
高
生
ま
た
は
一
般
の
方

募
集
人
員　
８
人
程
度

参
加
料　
無　

料

申
込
期
限　
定
員
に
達
す
る
日

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
図
書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

高
尾
野
図
書
館

　
（
☎
�
５
４
５
２
）

　

野
田
図
書
館
（
☎
�
３
１
０
０
）

　

市
で
は
、
本
年
３
月
に
中
学
校

を
卒
業
し
た
生
徒
ま
た
は
同
４
月

に
小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、
地

元
の
お
店
で
学
用
品
等
の
購
入
が

で
き
る
「
教
育
商
品
券
」
１
万
円

分
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

商
品
券
は
、
有
効
期
限
が
過
ぎ

る
と
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、お
早
目
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

教
育
商
品
券
の
有
効
期
限

　

10
月
31
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

参
加
者
募
集

教
育
商
品
券
の
有
効
期

限
は
10
月
末
で
す
！

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

場　
所　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川

　

内
支
局
（
川
内
地
方
合
同
庁
舎

　

一
階
大
会
議
室
）

相
談
料　
無　

料

※
当
日
は
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川

　

内
支
局
職
員
等
が
相
談
に
応
じ

　

ま
す
。

相
談
内
容

○
土
地
・
建
物
の
売
買
、
遺
産
分

　

割
等
の
相
続
問
題
、
そ
の
他
不

　

動
産
登
記
関
係
全
般
に
関
す
る

　

こ
と

○
出
生
・
婚
姻
・
養
子
縁
組
、
成

　

年
後
見
、
帰
化
等
、
戸
籍
に
関

　

す
る
こ
と

○
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
の
弁
済

　

の
た
め
に
す
る
供
託
等
、
供
託

　

全
般
に
関
す
る
こ
と

○
い
じ
め
、
差
別
、
家
庭
内
暴
力
、

　

家
族
間
の
問
題
等
の
人
権
に
関

　

す
る
こ
と

○
遺
言
、
会
社
定
款
等
に
関
す
る

　

こ
と

※
相
談
は
、
予
約
制
で
す
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
電
話
等
で
予
約
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
資
料
が
あ
れ
ば
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

２
３

　

０
０
）

特
設
人
権
相
談
所

　
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
10
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
最
終
受
け
付
け
は
、
午
後
３
時

　

30
分

法
務
局
休
日
相
談
所

　

行
政
と
の
間
に
立
っ
て
公
正
・

中
立
の
立
場
か
ら
解
決
を
図
る
た

め
、
総
務
省
の
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
を
受
け
ま

す
。行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

期　

日　

10
月
21
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
行
政
法
務
室

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

秋
の
巡
回
行
政
相
談
所

場　所 時　間 相談員

中央公民館 午前 10 時
　～午後 3 時

滝本俊治さん
（☎ 63-0080）
濵島洋子さん
（☎ 67-0235）

高尾野老人福祉センター 午前 10 時
　～午後 3 時

中島辰文さん
（☎ 82-0424）

野田支所市民相談室 午前９時～正午 冨田　宏さん
（☎ 84-2238）

10 月 12 日（月）【体育の日】は
市の社会体育施設を無料開放！

　開放する体育施設・時間等、詳しくはお問い合
わせください。
問い合わせ先（指定管理者）
　出 水 地 域　セイカスポーツセンター（☎ 63 － 2144）
　市民プール　セイカスポーツセンター（☎ 63 － 0058）
　高尾野地域　辻産業（☎ 82 － 5451）
　野 田 地 域　出水スポーツ（☎ 84 － 3316）
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上
場
高
原
行
き
コ
ス
モ
ス
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
（
出
水
ふ
れ
あ
い
バ
ス

大
川
内
便
の
臨
時
便
）
を
運
行
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
日　

10
月
10
日
（
土
）、
同

　

11
日
（
日
）、同
12
日
（
月
・
祝
）

運　
賃　
２
０
０
円
（
片
道
）

※
小
学
生
・
障
害
者
は
半
額

問
い
合
わ
せ
先

　

南
国
交
通
㈱
出
水
営
業
所

　
（
☎
�
１
６
２
６
）

　

本
庁
企
画
課
地
域
振
興
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

市
い ち の せ

之瀨 勝
かつひろ

弘さん（71）
出水市の好きなところは？
　自然いっぱいの豊かな場所
で農業ができるところ。
出水市に望むことは？
　企業誘致、中小企業の活性
化、雇用環境の整備。
ひと言
　自分を含め高齢者が多く
なっています。１人１人の譲
り合いの気持ちを大事にして
いきましょう！

吉
よ し だ

田　信
の ぶ こ

子さん（69）
出水市の好きなところは？
　海・山・川等の自然が豊か
ですばらしい。大型店が多く、
買い物が便利なところ。
出水市に望むことは？
　みんなが安心して暮らせる
自然災害に強い街づくり。
ひと言
　専用の大きなグラウンド・
ゴルフ場があったらいいなあ
と思います。

元気ですね先輩！

運行時刻

　バス停

午前便 午後便

往路 復路 往路 復路

出水バスセンター 10：00 13：13 13：30 16：13

出水駅 10：00 13：11 13：30 16：11

郵便局前 10：04 13：08 13：34 16：08

出水本町 10：05 13：09 13：35 16：09

上場校下 10：42 12：30 14：12 15：30

　

市
で
進
め
て
い
る
公
の
施
設
見

直
し
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
西
出

水
保
育
園
お
よ
び
福
之
江
保
育
園

の
移
譲
先
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
、
市
議

会
で
関
連
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

移
譲
先
法
人

○
西
出
水
保
育
園

　

社
会
福
祉
法
人　

南
嶺
山
福
祉

　

会
（
出
水
市
西
出
水
町
）

○
福
之
江
保
育
園

　

社
会
福
祉
法
人　

信
和
会

　
（
出
水
市
福
ノ
江
町
）

移
譲
日

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４
月

　

１
日

※
来
年
度
の
園
児
募
集
は
、
昨
年

　

ま
で
と
同
様
に
市
で
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

西
出
水
保
育
園
、
福
之

江
保
育
園
が
民
間
移
譲

さ
れ
ま
す

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

バ
ス
に
乗
っ
て
コ
ス
モ
ス

を
見
に
行
こ
う

　

市
で
は
、
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
地
域
住
民
が
共
同

で
行
う
道
路
や
水
路
の
整
備
に
対

し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
道
路

○
交
通
用
の
里
道
・
私
道
（
袋
小

　

路
は
対
象
外
）

○
関
係
者
の
総
意
を
も
っ
て
整
備

　

の
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

○
宅
地
開
発
に
お
い
て
整
備
さ
れ

　

た
私
道
は
、
整
備
後
20
年
以
上

　

経
過
し
て
い
る
こ
と
。

対
象
と
な
る
水
路

　

公
有
財
産
の
水
路
お
よ
び
こ
れ

　

と
一
体
と
な
っ
た
水
路

助
成
内
容
（
限
度
額
30
万
円
）

　

道
路
お
よ
び
水
路
の
整
備
に
必

　

要
な
資
材
（
舗
装
用
ア
ス
フ
ァ

　

ル
ト
、
生
コ
ン
、
砂
利
、
側
溝

　

製
品
な
ど
の
建
設
資
材
）
機
械

　

借
り
上
げ
料
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　

等
人
件
費
除
く
）
を
支
援
し
ま

　

す
。

※
支
給
基
準
に
よ
り
支
給
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
道
路
河
川
課
維
持
係

　
（
☎
�
４
０
６
９
）

　

野
田
支
所
支
所
建
設
課

　
（
☎
�
４
８
１
６
）

　

道
路
沿
い
の
生
け
垣
や
植
木
、

防
風
林
等
の
枝
が
道
路
上
に
は
み

出
し
、
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

車
両
や
歩
行
者
に
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
民
法
ま
た
は
道
路
法
の

規
定
に
よ
り
当
該
樹
木
の
所
有
者

が
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
定
期
的
に
せ
ん
定
や

枝
払
い
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
不
法
な
置
き

看
板
や
駐
輪
お
よ
び
商
品
陳
列
な

ど
は
、通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

道
路
は
、
広
く
美
し
く
安
全
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
市
で
は
約
７
４
６
キ
ロ

㍍
の
市
道
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

隅
々
ま
で
道
路
管
理
が
追
い
つ
か

な
い
実
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
自

宅
周
辺
の
道
路
の
草
取
り
や
ご
み

拾
い
な
ど
、
環
境
整
備
に
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
除
草
剤
の
影
響
と
思
わ

れ
る
道
路
法
面
や
路
肩
の
崩
れ
が

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て
は

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁 

道
路
河
川
課
維
持
係

　
（
☎
�
４
０
６
９
）

　

野
田
支
所
支
所
建
設
課

　
（
☎
�
４
８
１
６
）

道
路
へ
の
は
み
出
し
樹
木

等
は
除
去
を
！

身
近
な
道
路
や
水
路
を

自
分
た
ち
の
手
で

整
備
し
ま
せ
ん
か
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市
で
は
、
家
庭
で
使
用
さ
れ
て

い
た
小
型
ご
み
焼
却
炉
の
回
収
を

行
い
ま
す
。

　

処
分
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
処
分
費
用

を
添
え
て
市
民
生
活
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
焼
却
炉
内
の
灰
等
に
つ

い
て
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

11
月
30
日
（
月
）

処
分
費
用
（
１
基
あ
た
り
）

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
焼
却
炉

　

５
５
０
０
円　

　

鉄
製
焼
却
炉　

４
０
０
０
円

回
収
期
間

　

来
年
１
月
～
３
月
の
予
定

回
収
対
象
の
焼
却
炉

○
火
床
面
積
が
、
０
・
５
平
方
㍍

　

以
下
の
も
の

○
円
柱
状
の
焼
却
炉
で
は
、
直
径

　

80
セ
ン
チ
㍍
未
満
の
も
の

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

家
庭
用
小
型
ご
み
焼
却

炉
を
回
収

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
の
補
助
金
額
変
更
予

定
の
お
知
ら
せ

　

本
市
で
は
、
美
し
い
川
や
海
の

環
境
を
保
全
し
、
市
民
の
健
康
と

快
適
な
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
家
庭
雑
排
水
と
、
し
尿
を

合
わ
せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
者
に
対
す
る
補
助
金

交
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
公
共
下
水
道
計
画

区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
整
備

計
画
区
域
を
除
く
市
内
全
域
の
専

用
住
宅
（
く
み
取
り
ト
イ
レ
、
単

独
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
住

宅
ま
た
は
新
築
住
宅
）
に
合
併
処

理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
で

す
。（
販
売
目
的
の
住
宅
等
へ
の

設
置
者
は
、
補
助
対
象
外
）

　

補
助
金
額
は
、
下
の
表
の
と
お

り
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
か

ら
補
助
金
額
の
変
更
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
予
定
さ
れ
る
方
は
、
早
め
の
ご

検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
下
水
道
課
管
理
係

　
（
☎
�
５
４
６
０
）

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金

市
立
中
央
図
書
館
・
出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
の
臨
時
休
館

　

市
立
中
央
図
書
館
・
出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
図
書
や
貴
重
な

歴
史
資
料
を
害
虫
な
ど
か
ら
守
り
、
末
永
く
保
存
・
展
示
し
て
い
く
た

め
に
、
館
内
の
消
毒
・
く
ん
蒸
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
臨
時
に
休
館
と
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

臨
時
休
館
の
期
間　
10
月
19
日
（
月
）
～
同
22
日
（
木
）

※
正
面
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
期
間
中
に
本

　

を
返
却
さ
れ
る
場
合
は
、
出
水
市
役
所
（
本
庁
）、
米
ノ
津
公
会
堂

　

ま
た
は
西
町
公
民
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
高
尾
野
図
書
館
・
郷
土
館
、
野
田
図
書
館
・
史
料
館
は
通
常
ど
お
り

　

開
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
中
央
図
書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）

オータムジャンボ宝くじ
～まちづくりなどに役立っています～

　「オータムジャンボ宝くじ」が、全国の宝
くじ売り場で発売されます（１枚 300 円）。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るい
まちづくりや環境対策、高齢化対策など地
域住民の福祉向上のために使われます。
発売期間　９月 28 日（月）～ 10 月 16 日（金）
抽せん日　10 月 23 日（金）
当せん金
　　１　等　　　　　３億円× 13 本
　　１等前後賞　　　１億円× 26 本
　　１等組違い賞　　10 万円× 1,287 本
　　２　等　　　　　1,000 万円× 52 本
　　３　等　　　　　10 万円× 13,000 本
　　４　等　　　　　１万円× 26 万本
　　５　等　　　　　2,000 円× 130 万本
　　６　等　　　　　300 円× 1,300 万本
　　宝くじ 70 周年賞　70 万円× 1,300 本
※発売総額 390 億円（13 ユニットの場合）

小型合併処理浄化槽の設置者に対する補助金額
補助金額

　人槽区分

現行補助金額 新補助金額 （2018 年度以降）

設置費用基準額 補助限度額 市内業者が設置 市外業者が設置

５人槽 890,000 円 790,000 円以内※ 432,000 円以内 332,000 円以内

７人槽 1,028,000 円 928,000 円以内※ 514,000 円以内 414,000 円以内

10 人槽 1,297,000 千円 1,197,000 円以内※ 648,000 円以内 548,000 円以内

※現行制度は、設置費用基準額に満たない場合、実費額から 10 万円を差し引いた額（千円未満の端数切り捨て）

夜
の
お
は
な
し
会
を
開
催

　

秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
夜
の
お
は
な
し
会
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
10
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分

場　
所　
市
中
央
図
書
館

内　
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
本
の
貸
し
出
し
な
ど

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に
限
り

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
中
央
図
書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）
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所
に
は
、
撤
去
さ
れ
ず
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
墓
石
が
多
数

あ
り
、
原
状
復
帰
も
行
わ
れ
て

い
な
い
た
め
、
雑
草
等
の
繁
茂

に
よ
り
墓
地
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
々
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　

墓
地
か
ら
の
改
葬
の
際
に

は
、
墓
石
等
は
撤
去
し
、
原
状

復
帰
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土

地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
高

騰
を
抑
制
し
、
適
正
か
つ
合
理

的
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る

た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
届

け
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。
大

規
模
な
土
地
取
引
で
は
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
引
の
形
態　

売
買
、
交
換
、

　

代
物
弁
済
、
共
有
持
分
の
譲

　

渡
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保

　

地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
・

　

譲
渡
、
予
約
完
結
権
・
買
戻

　

権
等
の
譲
渡

※
大
規
模
な
土
地
取
引
の
予
約

　

の
場
合
も
含
み
ま
す
。

篠
しのはら

原　寛
ひろし

さん（31）
出水市の好きなところは？
　天然記念物のツルが飛来
し、自然がいっぱいなとこ
ろ。スポーツイベントなども
盛んで、ツルマラソンもある
ところなど。
出水市に望むことは？
　体育館、公園、ジョギング
ロードなどの施設の充実。
　子育てしやすい環境づく
りを望みます。

本
もとくら

藏　安
あ ん な

菜さん（21）
出水市の好きなところは？
　自然が多くて、食べ物も新
鮮！おいしい♡そして、情に
厚い人が多い。一度もよそ
に出たいと思ったこともな
いくらい出水が大好きです
(^^)
出水市に望むことは？
　本町通り商店街をもっと
賑
にぎ

やかにしてほしい。

集まれ応援団！

　

ご
応
募
の
あ
っ
た「
あ
い
さ
つ
」

「
朝
ご
は
ん
」
三
行
詩
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

勝
負
だ
ぞ

ど
っ
ち
が
先
に

あ
い
さ
つ
す
る
？

西
出
水
小
学
校
五
年　

神
田
琴
乃

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
朝
ご
は
ん

お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ

み
て
い
る
よ

江
内
小
学
校
三
年　

永
畑　

結
彩

心
を
こ
め
て
笑
顔
で
届
け
る

あ
い
さ
つ
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で

み
ん
な
幸
せ

出
水
中
学
校
三
年　

鳥
井　

優
希

お
母
さ
ん
の
味
噌
汁
は

「
今
日
も
一
日
頑
張
れ
」
と
い
う

心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

出
水
商
業
高
校
三
年　

小
辻　

望

お
は
よ
う
と

児
ら
に
応
え
て

秋
涼
し一般

（
麓
町
）　

上
村　

順
子

※
学
校
・
学
年
は
応
募
当
時
の
も

　

の
で
す
。

「
あ
い
さ
つ
」「
朝
ご
は

ん
」
三
行
詩
⑨

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

　
「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
墓
地
以
外
の

区
域
に
、
埋
葬
ま
た
は
焼
骨
の
埋

蔵
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
お
墓
や
納
骨
堂
以
外

の
場
所
、
例
え
ば
自
宅
の
庭
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
勝
手
に
埋
葬

し
た
り
焼
骨
を
埋
蔵
す
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

違
反
し
た
場
合
、
罰
則
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す

※
焼
骨
を
自
宅
で
保
管
す
る
こ
と

　

は
、
こ
の
法
律
に
違
反
す
る
も

　

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

改
葬
許
可
証
お
よ
び
改
葬
後
の
墓

石
等
撤
去
に
つ
い
て

　

墓
地
ま
た
は
納
骨
堂
に
現
在
納

骨
さ
れ
て
い
る
お
骨
を
、
別
の
墓

地
ま
た
は
納
骨
堂
へ
勝
手
に
移
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
骨
を
移

さ
れ
る
際
に
は
改
葬
許
可
申
請

後
、
改
葬
許
可
証
を
取
得
し
て
く

だ
さ
い
。
改
葬
許
可
証
が
無
け
れ

ば
別
の
納
骨
先
に
納
骨
で
き
ま
せ

ん
。

　

改
葬
許
可
証
を
納
骨
先
の
墓
地

ま
た
は
納
骨
堂
の
管
理
者
に
提
示

す
る
こ
と
で
納
骨
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
申
請
書
等
は
本
庁
市
民
生

活
課
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
墓
地
と
さ
れ
て
い
る
場

自
宅
敷
地
内
に
お
墓
を
建

て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
け
出
を
！

取
引
の
規
模

○
都
市
計
画
区
域

　

５
千
平
方
㍍
以
上

○
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　

１
万
平
方
㍍
以
上

※
個
々
の
面
積
が
小
さ
く
て
も
、

　

権
利
取
得
者
が
権
利
を
取
得
す

　

る
土
地
の
合
計
が
右
記
の
面
積

　

以
上
と
な
る
場
合
に
は
届
け
出

　

が
必
要
で
す
。

届
け
出
の
手
続
き

　

土
地
の
権
利
取
得
者
（
売
買
の

　

場
合
で
あ
れ
ば
買
主
）
が
手
続

　

き
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
期
限　
契
約
（
予
約
を
含

　

む
。）
締
結
日
か
ら
２
週
間
以

　

内
（
契
約
締
結
日
を
含
む
。）

届
け
出
窓
口　
本
庁
企
画
課
（
市

　

を
経
由
し
て
県
知
事
へ
届
け
出

　

ま
す
。）

※
届
出
書
は
、
本
庁
企
画
課
で
受

　

領
す
る
か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

　

と
も
で
き
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

　

ド
レ
ス　

http://w
w

w
.pref.

　

kagoshim
a.jp/

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課
地
域
振
興
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

広報いずみ2015（平成27年）10月25



109

め
た
こ
＆
め
た
お
夫
妻
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
！
「
お
い
し
く
減
塩

５
か
条
」
を
始
め
て
み
て
、
感

想
は
ど
う
で
す
か
？
？

１
カ
条　
「
か
け
る
と
食
材
に

　

し
み
込
ん
で
し
ま
う
け
ど
、

　

つ
け
て
食
べ
れ
ば
少
な
い
量

　

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の

　

ね
」（
め
た
こ
）

２
カ
条　
「
も
う
一
品
ほ
し
い

　

時
、
漬
物
を
食
べ
て
た
け
ど

　

た
く
あ
ん
も
き
ゅ
う
り
の
漬

　

物
も
５
枚
で
塩
１
㌘
に
な
る

　

っ
て
聞
い
て
か
ら
、
ぼ
り
ぼ

　

り
食
べ
る
の
を
や
め
た
よ
。

　

妻
も
気
を
付
け
て
野
菜
を
切

　

っ
て
く
れ
る
。
出
水
の
新
鮮

　

な
野
菜
は
う
ま
く
て
す
ぐ
慣

　

れ
た
よ
」（
め
た
お
）

３
カ
条　
「
ラ
ー
メ
ン
や
う
ど

　

ん
の
汁
も
お
い
し
い
し
も
っ

　

た
い
な
い
か
ら
全
部
飲
ん
で

　

い
た
け
ど
、
汁
を
残
せ
ば
塩

　

を
半
分
カ
ッ
ト
で
き
る
と
聞

　

い
て
か
ら
は
、
麺
に
か
ら
む

　

ス
ー
プ
を
味
わ
っ
て
、
で
き

　

る
だ
け
残
す
よ
う
に
な
っ
た

　

よ
」（
め
た
お
）

４
カ
条　
「
具
だ
く
さ
ん
の
味

漬
物
や
加
工
食

品
は
控
え
る

麺類の汁は残す

２
カ
条

３カ条 ５カ条
酸味や香辛料を利用する

４
カ
条

具
だ
く
さ
ん

味
噌
汁
に
す
る

直
接
か
け
る
よ
り
、

小
皿
に
少
量
ず
つ

１
カ
条

い
・
ず
・
み
の
「
ず
」

ず
っ
と
お
い
し
く
食
べ
た
い
！

　

本
市
の
健
診
結
果
を
見
る

と
、
収
縮
期
血
圧
（
血
圧
の
高

い
方
の
値
）
の
平
均
値
が
他
の

地
域
の
方
に
比
べ
る
と
高
く
、

改
善
す
る
た
め
に
は
、
特
に
減

塩
や
野
菜
の
摂
取
量
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
回
は
い
ち
早
く
「
お
い
し

く
減
塩
５
カ
条
」
を
実
施
し
て

い
る「
め
た
こ
＆
め
た
お
夫
妻
」

の
食
卓
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

秋野菜ガーリック醤
しょうゆ
油いため（秋野菜レシピ）

　健康いずみ 21 の中で、取り組みたい項目として、
「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。今回は、
秋野菜を使ったレシピを紹介します。
～食欲が増す季節。にんにく（香味野菜）とゴマ（種実類）の香りや
　風味を取り入れることで、塩分控えめでも美味しく仕上げています～
　（エネルギー：136kcal、塩分：0.7g、食物繊維：3.5g）
○材料（４人分）　・さつまいも　小 1 本　・レンコン　１/ ２節
　・きのこ　1 パック　・サラダ油　小さじ２
　★めんつゆ　大さじ２　★砂糖　小さじ１
　★にんにくチューブ　２cm 分　・炒りゴマ（黒）大さじ 1　・小ネギ少々

○作り方
　①さつまいもは皮付きのままよく洗って、１cm 幅の輪切りか半月切りにし、電子レンジで２～３分加熱し
　　ておく。
　②レンコンは薄いいちょう切りにして、水にさらす。きのこは小房に分けるか、食べやすい大きさに切る。
　③フライパンにサラダ油を熱し、レンコン→きのこ→さつまいもの順に加えて炒めたら、★を入れて炒

いた

め
　　合わせる。全体に照りが出てきたら、ゴマを加えてサッと混ぜる。
　④器に盛り、小口切りの小ネギを散らして完成！

　

噌
汁
は
、
具
が
多
く
て
汁
が

　

少
な
い
分
お
味
噌
に
含
ま
れ

　

る
塩
分
が
カ
ッ
ト
で
き
る
の

　

よ
。
し
か
も
野
菜
の
う
ま
み

　

が
味
に
出
る
し
、
野
菜
か
ら

　

出
る
カ
リ
ウ
ム
は
、
体
の
中

　

か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
分
）

　

を
出
す
役
目
も
し
て
く
れ
る

　

っ
て
い
う
か
ら
、
具
だ
く
さ

　

ん
味
噌
汁
は
、
良
い
こ
と
ず

　

く
め
。
近
所
の
奥
さ
ん
に
も

　

勧
め
て
る
の
よ
」（
め
た
こ
）

５
カ
条　
「
味
付
け
と
い
え
ば
、

　

塩
・
さ
と
う
・
し
ょ
う
ゆ
が

　

必
需
品
だ
っ
た
け
ど
、
レ
モ

　

ン
や
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
、
カ
レ

　

ー
粉
や
ハ
ー
ブ
を
使
っ
て
も

　

香
り
が
つ
い
て
味
付
け
が
少

　

し
で
す
む
の
よ
。
出
水
は
み

　

か
ん
と
か
柑
橘
系
の
果
物
が

　

た
く
さ
ん
取
れ
る
か
ら
、
そ

　

ん
な
食
材
を
使
っ
て
ど
ん
な

　

料
理
が
作
れ
る
か
研
究
し
た

　

い
わ
」（
め
た
こ
）

※
少
し
の
工
夫
で
減
塩
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

　

毎
日
の
食
事
の
中
に
「
お
い

　

し
く
減
塩
５
か
条
を
取
り
入

　

れ
ま
せ
ん
か
。
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コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
正
し
い
使

用
方
法
を
遵
守
し
な
い
と
目
に
障
害

（
眼
障
害
）
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
テ
ス
ト
で
、

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
（
カ
ラ

コ
ン
）
に
は
、
レ
ン
ズ
の
品
質
が
原

因
で
透
明
な
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
よ

り
も
眼
障
害
を
起
こ
し
や
す
い
も
の

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

カ
ラ
コ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
購
入
で
き
ま
す
が
医
療
機
器
な
の
で
、

購
入
す
る
前
に
は
必
ず
眼
科
を
受
診
し

眼
科
医
の
処
方
に
従
っ
た
レ
ン
ズ
を
選

択
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

検
査
の
結
果
に
よ
り
、
涙
の
量
や
、

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
目
の
病
気
に
よ

り
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
は

い
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

カ
ラ
コ
ン
を
購
入
す
る
場
合
は
、

厚
生
労
働
省
の
承
認
を
受
け
た
製
品

を
選
び
、
使
用
の
際
に
は
、
製
品
の

箱
に
入
っ
て
い
る
添
付
文
書
を
よ
く

読
み
ま
し
ょ
う
。

※
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
受
け
た
製

品
に
は
、
箱
に
「
高
度
管
理
医
療

機
器
」
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
ラ
コ
ン
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
多

く
は
、
使
用
方
法
に
問
題
が
あ
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
正
し
い

使
用
方
法
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

カ
ラ
コ
ン
使
用
開
始
後
の
注
意

カ
ラ
コ
ン
使
用
時
に
絶
対
に
や
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と

★
つ
け
た
ま
ま
で
寝
る

★
友
達
と
の
貸
し
借
り

★
装
着
期
間
を
守
ら
な
い

★
レ
ン
ズ
ケ
ア
を
し
な
い

　

目
に
異
常
を
感
じ
た
場
合
に
は
、

直
ち
に
使
用
を
や
め
、
眼
科
を
受
診

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
異
常
が
な

く
て
も
３
カ
月
に
１
回
は
定
期
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
出

水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
市

民
生
活
課
内
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
の
受
給
開
始
年
齢
に
つ
い
て

　

年
金
の
受
給
要
件
を
満
た
し
、

か
つ
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
１

年
以
上
あ
る
方
は
、
60
歳
代
前
半

か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

が
受
給
で
き
ま
す
。

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

は
、
報
酬
比
例
部
分
と
定
額
部
分

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
給

開
始
年
齢
は
上
の
図
の
よ
う
に
生

年
月
日
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
受

給
要
件
は
満
た
し
て
い
て
も
国
民

年
金
加
入
期
間
の
み
の
方
や
厚
生

年
金
加
入
期
間
が
1
年
未
満
の
方

は
基
本
的
に
65
歳
か
ら
の
年
金
受

給
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
の
受
給
開
始
年
齢
は
、
女
性

は
男
性
よ
り
も
5
年
遅
れ
で
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
共
済
年
金

で
は
、
男
女
同
時
に
支
給
開
始
年

齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
女
性
で
共
済
加
入
期
間
が
あ

る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　

☎
�
２
１
１
１
：
代
表

開 催 日
　11 月 12 日（木） 本庁
　11 月 26 日（木） 高尾野支所
開催時間
　午前 10 時～午後 3 時
　（正午～午後 1 時を除く）
相談内容
　老齢年金、遺族年金等の請求手続き
　年金受給見込額　など
相談員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）

11 月　出水地区年金相談
（月２回開催・完全予約制）

　【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分〜午後５時（正午〜午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63−6203）
○水曜日　午前９時30分〜正午
　本庁および野田支所総合市民課内
　（☎63−2111　内線741）
○水曜日　午後１時〜同４時
　本庁および高尾野支所総合市民課内
　（☎63−2111　内線453）

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の

使
用
は
慎
重
に
！

男性 S22.4.2～S24.4.1生

女性 S27.4.2～S29.4.1生 定額部分

男性 S24.4.2～S28.4.1生

女性 S29.4.2～S33.4.1生

男性 S28.4.2～S30.4.1生

女性 S33.4.2～S35.4.1生

男性 S30.4.2～S32.4.1生

女性 S35.4.2～S37.4.1生

男性 S32.4.2～S34.4.1生

女性 S37.4.2～S39.4.1生

男性 S34.4.2～S36.4.1生 報酬比例部分

女性 S39.4.2～S41.4.1生

男性 S36.4.2生　以降

女性 S41.4.2生　以降

老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金

60歳 65歳

64歳

61歳

62歳

63歳

64歳

65歳

60歳
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   「おはなし玉手箱」を学校などでも開催しました！ 
 いつもは、地域の公民館で開催している「おはなし玉手箱」ですが、夏休みということで学校や

児童クラブからも申し込みがありました。今回はその様子をお知らせします。 

 ✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿✿ 

 お話ボランティアグループ「紙ふうせん」の方々と一緒に、

出水養護学校の育成会の行事に、８月２日（日）高尾野交流館

に出かけました。ボランティアの方の問いかけに答えたり、時

には飛び跳ねたりと楽しい時間を過ごすことができました。 

  

８月７日（金）、大川内小学校

児童クラブに出水商業高校図書

委員と出かけました。高校生や

司書の先生による読み聞かせやゲーム、読書推進課職員による読み聞

かせや自己紹介を含めた手遊びなどいつもと少し違ったおはなし玉手

箱でした。高校生と小学生の交流する姿が何とも微笑ましいひと時で

した。 

  

８月２１日（金）、夏休みの出校日にお話ボランティアグループ「紙

ふうせん」の方々と切通小学校に出かけて、校庭のせんだんの木の下

で緑陰読書を楽しみました。 

 エプロンシアターや指遊びなどで一緒に体を動かしたり、手作りの

大型絵本の絵の素晴らしさに驚いたりと子どもらしい反応を見ること

ができました。 

緑陰読書の最中、ツバメが近くまで何度も何度も寄って来て、まる

でおはなし会に参加しているようで、その光景もとても新鮮でした。 

読書に関するアンケート調査について 
2017 年度から始まる出水市読書活動推進計画（第三次）の策定のために、市民の皆さまを無作

為に 500 人抽出、また、小中高校生や幼稚園、保育園、認定こども園、小中学生の保護者等に対

し、読書活動に関するアンケートをお願いしました。 

アンケートの集計を進める中でさまざまなことが見えてきます。市民の皆さまが「読書」につ

いて真剣に回答していただいていることがわかり、本当にありがたいことだと感じています。 

提出日が過ぎていても構いませんので、より多くの方のご返送をお待ちしています。よろしく

お願いします。 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

家読におすすめします！ 

「だいじょうぶ だいじょうぶ」   いとうひろし 作/絵 

「心配しなくてもだいじょうぶ。無理しなくてもだいじょうぶ。それはおじいちゃんのおまじない。」

ぼくとおじいちゃんの心温まるふれあいを描いた作品です。 
人は「だいじょうぶだよ。」と優しく自分を受け止めてくれる人に出会えれば、そんな大人へ成長でき

るのではないかと感じさせてくれる絵本です。 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「カメくんとアップルパイ｣ 谷口　智則　作
●「ヘンテコシャンプー」 みやにし　たつや　作・絵
●「できることおてつだい」 くすのき　しげのり　作
●「りゅうじんさまは歯がいたい」 関屋　敏隆　作・絵
●「むらさき色の悪夢」 斉藤　洋　作
●「ほしをひろった？ムーミントロール」 トーベ & ラルス・ヤンソン　原作・絵
●「さあ、しゃしんをとりますよ」 ナンシー・ウィラード　文
●「はずかしがりやのバナナくん」 岡田　よしたか　作
●「シルヴィーどうぶつえんへいく」 ジョン・バーニンガム　作
●「あしにょきにょきにょき」深見　春夫　作・絵

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「グッドジョブガールズ」 草野　たき　著
●「月にハミング」 マイケル・モーパーゴ　作
●「チームＦについて」 あさの　あつこ　著

・・・・・等
≪一般≫

●「御奉行の頭の火照り」 佐藤　雅美　著
●「プロフェッション」 今野　敏　著
●「笑う少年｣ 樋口　有介　著
●「道徳の時間」 呉　勝浩　著
●「藪医ふらここ堂」 朝井　まかて　著
●「スクラップ・アンド・ビルド」 羽田　圭介　著
●「夏の裁断｣ 島本　理生　著
●「姫神」 安部　龍太郎　著
●「あの日、マーラーが」 藤谷　治　著
●「記憶破断者」 小林　泰三　著
●「ストールン・チャイルド」 緒川　怜　著
●「拳に聞け！」 塩田　武士　著
●「啼かない鳥は空に溺れる｣ 唯川　恵　著
●「似非遍路」 澤田　ふじ子　著
●「東京零年」 赤川　次郎　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 10月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時～午後６時

19日~22日
（くん蒸のため）

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

　午前９時～午後６時 16日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

10 月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

10 月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

６日
—

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
７日
—

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

１日
15日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
８日
—

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

９日
23日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

10 月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

7、14、28日
午後４時～

夜のおなはし会 31日（土）
午後６時30分～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

5、19、26日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

13日、27日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

1、8、15、22、29日
午後４時～

だっこでギュッ 1日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（金）
午後７時～

　７月と８月に行われたミステリー夏休み図書館体験。今
年は15人の児童・生徒が参加してくれました。写真はその
時の一コマです。
　将来の夢が「図書館の司書」になった人もいましたよ！

〜ある日の図書館〜

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　８月11日（火）、防犯パトロール隊と警察車両による「お盆 　７月31日（金）、出水

ブルーラン」を実施しました。 中学校の教職員を対象に、

　帰省客等が多くなるお盆を前に、市民の防犯意識の向上を図る 不審者侵入時における対応

ために毎年実施しているものです。 訓練を実施しました。

　当日は、警察署前庭で出発 　訓練は、出水警察署員が

式を行い、そのあと地区毎に 心構えや護身術などについ

隊列を組み、夕暮れの中、青 て実技を交えて説明した後、先生同士で対応の仕方

色回転灯や赤色灯を回しなが について熱心に繰り返し練習をしていました。

ら市内を巡回しました。 　子ども達を守りながら自分達も守ることの重要さ

　参加していただいたボラン を身に染みて感じた様子でした。

ティアの皆さん、ありがとう

ございました。

【１月～７月】 【８月中】

○振り込め詐欺 ○振り込め詐欺

　24件 　　５件

　約１億1,376万円 　　約2,154万円

○振り込め詐欺以外 ○振り込め詐欺以外

　　９件 　　２件 　小・中・高校生の皆さん、これからは一日一日、

　　約2,679万円 　　約3,537万円 日没が早くなります。

　暗い道は危険です。明るい内にできるだけ友達

【８月中の内容】 と一緒に帰るようにし

○振り込め詐欺 ましょう。

　警察官等をかたり現金をだまし取るオレオレ詐欺が１件、 　犯罪、事故に遭って

市役所職員等をかたりATMで現金を振り込ませる還付金詐欺 からは取り返しがつき

が１件、虚偽の名義貸しから発展したトラブル回避名目で ません。

現金やキャッシュカードをだまし取る架空請求詐欺が１件、 　遅くなるときは家の

投資名目で現金を振り込ませる架空請求詐欺が２件発生し 人に迎えを頼みましょ

ました。（60代男性２人、70代女性２人、80代女性１人） う。

○振り込め詐欺以外

　過去の詐欺被害の回復や老人ホーム入居権に関する名義

貸しから発展したトラブル回避名目で現金を送付させる金

融商品詐欺が２件発生しました。

（70代女性２人）

＜平成２７年１０月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

194
(+20)

（暫定値）

２０１５年 153 1
累　　　計 (+17) （±0)

交通事故発生状況
＜出水警察署管内＞　　　

発生件数 死　者 負傷者

15
(-16)

※（　）内の数字は前年同期比

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

２０１５年 14 0
８  月  中 (-8) （±0)

お盆ブルーラン 不審者対応訓練

うそ電話詐欺被害認知状況（県内）

早めに帰りましょう！

儲け話 見知らぬ他人は 教えない！

教える話 相手が儲ける 損話！

於：出水中学校

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 5年
８ 月 中

14 件
（－８）

０人
（±０）

15 人
（－ 16）

2 0 1 5年
累 計

153 件
（＋ 17）

１人
（±０）

194 人
（＋ 20）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 － 1500問い合わせ先
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　８月24日～27日の３泊４日の日程で荘中学校と高
尾野中学校ツルクラブ員の15人が、青少年友好都市
派遣研修事業で釧路市に派遣されました。釧路湿原
の見学や、阿寒中学校ツルクラブ員と情報交換、活
動内容の発表などを行いました。
　派遣報告では、今回の体験を今後のツルクラブ活
動に生かしたいと抱負を語ってくれました。

釧
路
市
視
察
研
修
報
告

荘
中・高
尾
野
中
ツ
ル
ク
ラ
ブ

　８月29日、少子高齢化社会における人口減少時代
に地域医療がどうあるべきかを考えるシンポジウム
が開催されました。シンポジウムでは、鹿児島大学
病院地域医療支援センター長の大脇哲洋先生の講演
のほか出水地区２市１町の首長等によるパネルディ
スカッションも行われ、一人ひとりが真剣に医療に
ついて考えていくべきとの話がありました。

今
後
の
医
療
を
考
え
る

地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　８月23日、市内で活動するアマチュアバンド７団
体による「アマチュア・ミュージック・フェスティ
バル in いずみ」が市音楽ホールで開催されました。
　ロックやポップス、ボサノバ等多彩なジャンルの
バンド演奏やオリジナルソングも多数披露されまし
た。フィナーレでは、出演者が全員ステージに上が
り、盛り上がりました。

多
彩
な
音
楽
と
演
奏

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ
ス

　８月29日、米ノ津川の上知識橋付近で「第１回出
水いかだレース大会」が開催されました。ファミリー
の部や男女混合の部などに合計55チームが参加し、
各チーム趣向を凝らした「いかだ」で競い合いまし
た。各部の優勝は、○ニーボ（ファミリーの部）○青
木地区子ども育成会・チーム母娘（レディースの部）
○米小・コゲコゲ・ジャパン（男女混合の部）○シン
エイカセイ（メンズの部）となりました。

呼
吸
を
合
わ
せ
て

第
１
回
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会

平
和
の
尊
さ
を
考
え
る

市
自
主
文
化
事
業

　戦後70年特別企画「桂 竹丸講演独演会」が８月９
日、市音楽ホールで開催されました。
　戦後70年の節目に特攻をテーマにした創作落語

「ホタルの母」が披露されました。
　隊員とトメさんのやりとりを鹿児島弁を交えなが
ら披露され、最後まで観客を物語の世界に引き付け
ました。

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

エ
コ
リ
ア
北
薩

　リサイクルセンターエコリア北薩で７月13日から
８月２日までの期間、リサイクル祭りが開催され、
最終日には、普段は見ることのできない破砕設備等
の見学などが実施されました。
　また、期間中、修理再生された自転車や家具など
の抽選会や書籍の無料配布などもあり、多くの人が
訪れました。
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2016年４月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。

家･土地

☎（0996）63‒6338 出水市下知識町107
（特産館隣り）

ホームページ公開中‼ でパインヒル不動産 検索

ローンが残っている場合でも､お気軽にご相談下さい

九州不動産公正取引協議会加盟・㈳鹿児島県宅地建物取引業協会会員・鹿児島県知事免許⑵  5603号

㈲パインヒル不動産
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

10　　　　　月
日 医　療　機　関　名

４日（日）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎ 62 − 1559

［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎ 64 − 1313

［当］ 上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎ 73 − 1055

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎ 88 − 5040

［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎ 64 − 1500

11 日（日）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎ 82 − 0048

［当］ 奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎ 82 − 3998

［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎ 73 − 1551

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 − 6405

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 − 1611

12 日（月）

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎ 62 − 8801

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎ 63 − 2333

［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎ 73 − 0553

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎ 88 − 2595

18 日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎ 63 − 7011

［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎ 64 − 1187

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎ 68 − 0633

［当］ 黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎ 75 − 0200

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎ 88 − 6405

25 日（日）

［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎ 64 − 8800

［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎ 62 − 2311

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎ 73 − 1700

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎ 86 − 0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎ 67 − 1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時〜同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）午後 7 時〜同 11 時（毎日対応）
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暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
10月18日

よしもと歯科クリニック 歯科 ☎75−3333 阿 久 根 市

メ ー プ ル 薬 局 ☎62−9292 東 大 野 原

10月25日

お て き 歯 科 医 院 歯科 ☎63−0393 八幡（出水）

マリン薬局米ノ津店 ☎67−5002 早 馬

さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68−7000 千 本 付

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
10月１日～４日 川 島 工 建 ☎63−6685

携帯電話
（090−7397−7898）

福 井 組 ☎84−2534

携帯電話
（090−7154−7490）

10月５日～11日 出水合同電設 ☎62−0676 慶 越 組 ☎82−0442
10月12日～18日 山門電気商会 ☎67−1066 川 窪 建 設 ☎82−0376
10月19日～25日 司 工 業 ☎63−7485 軸薗設備工業 ☎82−0889
10月26日～31日 岩 﨑 電 設 ☎62−1414 柏 木 産 業 ☎82−1474

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2015年８月１日～同８月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（＋２） １件（＋１） ０人（±０） ０人（±０） 210件（＋23） 112人（＋９）
2015年の累計 12件（＋４） ９件（＋５） １人（−１） ２人（±０） 1,486件（＋38） 852人（＋97）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

10 月の主な行事

10月４日

つ ば さ 歯 科 歯科 ☎62−8519 花 立 西

オ レ ン ジ 薬 局 ☎79−3972 表 郷 東

10月11日

橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2330 八幡（出水）

シ バ タ 薬 局 ☎82−0032 町（高尾野）

10月12日

村 岡 歯 科 医 院 歯科 ☎62−0601 春 日 町

ひ ま わ り 薬 局 ☎62−6070 桜 町

タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62−8813 渡 瀬 口

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

11日（日）▶第13回青年の家フェスティバル（午前10時・青年の家）
12日（月）▶市社会体育施設無料開放（市内各体育施設）
18日（日）▶第28回ツルマラソン大会（午前９時・陸上競技場およびツルマラソンコース）
31日（土）・11月１日（日）▶国民文化祭・和太鼓の祭典（市文化会館）詳細４ページ



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp

スマートフォン用 携帯電話用   
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

８
月
４
日
（
火
）
と
５
日
（
水
）、
市
内

の
小
・
中
学
校
・
高
校
の
先
生
９
人
を
講

師
に
迎
え
、
お
も
し
ろ
実
験
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
」「
水
の
不

思
議
な
世
界
」「
ま
ぜ
る
と
何
色
？
」「
か
さ

ぶ
く
ろ
ロ
ケ
ッ
ト
」「
磁
石
の
加
速
器
」「
け

い
光
で
遊
ぼ
う
」「
ス
チ
ロ
ー

ル
た
こ
」「
ロ
ボ
コ
ン
体
験
」、

「
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
ロ
ケ
ッ
ト
」

「
ス
タ
ン
プ
」
と
、２
日
間
で
10

種
の
実
験
を
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
中
学
・
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
か
げ
で
、

ど
の
実
験
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
入
館
者
は
７
８
９

人
で
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
駅
伝
大
会
が
最
後
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。（
詳
細
２
ペ
ー
ジ
）
実
行
委
員
会
の
方
と
話
し
た

中
で
「
続
け
ら
れ
る
の
な
ら
続
け
る
の
が
一
番
良
い
ん

だ
ろ
う
け
ど
…
。
ま
た
、
違
っ
た
形
で
イ
ベ
ン
ト
が
で

き
れ
ば
。」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
○浦

24
時
間
の
部
優
勝　

脇
本
ニ
コ
ニ
コ
走
友
会

12
時
間
の
部
優
勝　
Ｊ
Ｎ
Ｃ

６
時
間
の
部
優
勝　

Ｈ
Ｒ
Ｎ
Ｃ
駅
弁
倶
楽
部

　県の代表として「全国小学生陸上競技交
流大会」に出場するのを前に、市役所を訪
れた、小路翔琉選手（ナンバーワンクラブ・
米ノ津東小６年）と、塩盛稜太選手（ナン
バーワンクラブ・西出水小５年）。

　９月３日、切通小学校に「南極の氷」が届きました。
　これは、海上自衛隊所属の南極観測船・砕氷艦「し
らせ」が持ち帰ったもので、昭和基地周辺の氷山から
切り出されたもの。自衛隊鹿児島地方協力本部から寄
贈されました。氷は、南極大陸に降り積もった雪が長
い時間をかけて固まったもので、手で触れるとプチ、
プチと何万年も前の空気がはじけました。

お
も
し
ろ
実
験
教
室

　９月９日、米之津川河川敷の畑（六月田
町）で、ウミガメ数十匹がふ化しているのが
見つかりました。現地は、河口から約１キロ
上流で、同日朝、近くの住民が発見したそう
です。その後、連絡を受けた市職員と一緒に、
約 30 匹の子ガメを川に放しました。

　故吉田伊三郎氏（元出水市議会議員）に、
従六位の叙位があり、８月 10 日、市長がご
遺族に伝達しました。吉田氏は、1970 年 11
月から 1986 年 10 月までの連続４期 16 年の
長きにわたり市議会議員を歴任され、広く地
方自治の発展に寄与されました。

南極の氷「プチプチ」何で？

畑でウミガメがふ化！

子ガメが
発見された畑

24 時間の部・表彰式

12 時間の部・表彰式

６時間の部・表彰式

『今月の問題』
鹿児島県の「県の鳥」は
どれでしょう。
　Ａ　ヤンバルクイナ
　Ｂ　ツル
　Ｃ　ルリカケス

先月号のクイズと答え
次の中で本当にいる虫はどれでしょう。

C　サツマゴキブリ　でした。

☆　答えは来月号で。


